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　　　　　　   写真：期待と不安を胸に… 頑張れ、新１年生！
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皆様の笑顔に支えられて…

市報しぶしは今月で、

100 号目を迎えました！
平成 18 年１月に新生志布志市が誕生して８年

４か月。まちで起こった様々な話題や多くの

市民の皆様の笑顔などが誌面を飾りました。

これからも読んで楽しい・見て楽しい広報紙

を目指します！



★あなたも市報しぶしのタイトルを書いてみませんか？
　書いてみたい方は市役所総務課秘書広報係までお問い合わせください。

今月の「題字」
　小学校　６年   櫻

さくら

 さん
　　　　　６年    大

た い し

志  さん

　今月の題字を書いてくれたのは、小
学校６年の櫻さんと大志さんです。
　習字に日本舞踊、英会話教室と習い
事に大忙しの櫻さん。特に日本舞踊は
３歳のときに習い始めたそうで、お姉
さんたちと一緒に練習に励んでいます。
舞台で披露することが楽しいと笑顔で
話してくれる櫻さん。将来は作業療法
士を目指しているそうです。
　サッカーチームのゴールを守る大志
さんは、クラスのリーダー的存在。運
動会や発表会など学校の行事では常に
皆を引っ張ってきました。週に３回の
サッカーの練習にも、持ち前の明るさ
で一生懸命励んでいます。将来は保育
士か介護の仕事に就きたいそうです。
　２人とも目標に向かって頑張って！

今月の読者プレゼント

NO.100

SHIBUSHI

C O N T E N T Sもくじ

硬筆を櫻さん、毛筆を大志さんが書いてくれました

平成 26 年４月号

皆様の笑顔に支えられて ～「市報しぶし」は第 100号！～ ・・・  ２

今月の読者プレゼントは、そお鹿児島農

業協同組合から「曽於のとこ豚ぎょうざ」

を５人の方にプレゼント！

詳しくは 31 ページをご覧ください！
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こ
の
た
び
は
市
民
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
信
任
を
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
市
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆

様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
３
期
目
の
志
布
志
市

長
と
し
て
、
２
期
８
年
間
の
実
績
を
礎
に
、
初
心
に
返
っ
て
市

政
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ま
ず
始
め
に
、
３
期
目
の
市
政
推
進
に
当
た
っ
て

の
心
が
ま
え
と
、
３
つ
の
約
束
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
約
束
①
：「 

市
民
に
寄
り
そ
う
市
政
の
継
続 

」　

　

私
は
、
３
期
目
に
挑
戦
す
る
に
当
た
り
、
改
め
て
市
内
を
歩

い
て
み
ま
し
た
。
４
年
前
と
比
較
し
て
間
違
い
な
く
高
齢
化
、

少
子
化
が
進
行
し
て
お
り
、
地
域
を
支
え
る
人
材
が
不
足
し
て

い
る
限
界
集
落
に
も
近
い
環
境
を
垣
間
見
た
と
き
、
暗
た
ん
た

る
思
い
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
社
会
を
支
え
て
下

さ
っ
た
方
々
が
心
置
き
な
く
老
後
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
私
ど
も
は
、
感
謝
の
心
で
も
っ
て
可
能
な
限
り
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
「
市
民
の

福
利
の
向
上
」
を
推
進
し
、
子
ど
も
に
未
来
を
託
す
心
を
、
ま

た
、
若
者
に
対
す
る
元
気
づ
け
の
心
を
、
そ
し
て
、
高
齢
者
へ

の
い
た
わ
り
の
心
を
引
き
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

◆
約
束
②
：「
心
を
動
か
し
、感
動
を
共
有
で
き
る
市
政
」

　

心
を
動
か
し
、
感
動
を
共
有
で
き
る
市
政
と
は
、
日
本
一
・

鹿
児
島
県
一
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
様
々
な
日
本
一
を
確
立
す
る
こ
と

で
す
。
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
日
本
一
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
は
、「
志
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
さ
せ
る
重
要
な
取
り
組

み
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、
産
業
、

教
育
、
福
祉
に
お
い
て
、
日
本
一
・
鹿
児
島
県
一
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。
い
ま
本
市
に
お
い
て
は
、
日
本
一
を
目
指
す
機
運
が

あ
ら
ゆ
る
面
で
漲
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
様
々
な
日
本
一
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
、
動
画
サ
イ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
積
極
的
に
発
信

し
、
本
市
の
認
知
度
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆ 

約
束
③
： 「『
志
』
を
高
く
持
っ
て
、
小
事
に
も
最

大
限
の
努
力
を
尽
く
し
ま
す 

」

　

私
は
３
期
目
に
臨
む
に
当
た
り
、
さ
ら
に
輝
き
つ
づ
け
る
志

布
志
市
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
が
、「
志
」
の

精
神
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
行
政
と
市
民
一
人
ひ
と
り

が
役
割
を
認
識
し
、
共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
高
い
志

を
掲
げ
、
同
じ
「
志
」
に
向
か
っ
て
最
大
限
の
努
力
を
尽
く
す

こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る「
志

さらに輝きつづける
「ふるさとづくり」の
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の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
更
に
推
進
し
、「
こ

の
ま
ち
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

志
布
志
が
大
好
き
」
と
思
え
る
よ
う
な
、
日
本
一
輝

き
つ
づ
け
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
に
、
努
力
を
尽

く
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
方
の
下
、
基
本
的

な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
３
月
に
策
定

し
ま
し
た
「
第
一
次
志
布
志
市
振
興
計
画
」
後
期
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
同
計
画
の
７
つ
の
政
策
を
引
き

続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
に
基
づ
く
各
種
事
務
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
貴

重
な
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、「
志
布
志
市

行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た

め
、
行
政
評
価
制
度
に
よ
る
施
策
や
事
務
事
業
の
評

価
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
配
分
や
成
果

を
重
視
し
た
透
明
性
の
あ
る
行
政
運
営
を
推
進
し
、

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

鹿
屋
市
を
中
心
市
と
し
た
大
隅
定
住
自
立
圏
構
想
、

同
じ
く
宮
崎
県
都
城
市
を
中
心
市
と
し
た
都
城
広
域

定
住
自
立
圏
構
想
に
対
し
ま
し
て
も
、
本
市
の
将
来

の
姿
を
模
索
し
な
が
ら
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守

り
、
豊
か
な
地
域
発
展
の
施
策
に
つ
い
て
積
極
的
に

参
画
し
、
事
業
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
今
後
、
私
が
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る

主
要
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、私
の
政
策
綱
領（
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
）
に
掲
げ
た
５
つ
の
視
点
か
ら
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１　

市
民
が
輝
く
「
志
あ
ふ
れ
る
」
ま
ち
づ
く
り

　

私
は
、
市
政
運
営
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
市
民
の

皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
た
「
融
和
と
協
調
」
を
心
に

刻
み
、
新
生
志
布
志
市
の
「
志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
志
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
、「
市
民
の
た

め
の
、
市
民
に
開
か
れ
た
、
そ
し
て
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
行
政
を
」
の
信
念
の
も
と
、「
共
生
・
協
働
・

自
立
」
に
よ
る
市
民
と
一
体
と
な
っ
た
政
策
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

● 
『
志
の
心
』
を
育
む
、
志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
な
ら
で

は
の
、
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
創
出

● 

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「
力
」
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
、
本
市
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム

の
構
築
と
、
学
力
日
本
一
を
目
指
し
た
取
り
組
み

の
推
進

２　

循
環
す
る
経
済
に
よ
り

産
業
が
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
の
活
性
化
は
、
市
民
が
経
済
的
に
豊
か
に
な

る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
創
出
は
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

● 

臨
海
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
中
に

造
成
工
事
に
着
手
。
早
期
の
募
集
開
始
と
、
企
業

へ
の
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
推
進

● 

「
安
心
・
安
全
・
健
康
・
う
ま
い
・
本
物
・
環
境
・

循
環
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
日
本
一
づ
く
り
を

推
進
。
日
本
一
早
い
「
し
ぶ
し
の
夏
そ
ば
」
や
、

特
用
林
産
物
と
い
っ
た
、本
市
で
生
産
さ
れ
る
農
・

畜
・
林
・
水
産
物
の
「
志
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立

● 

本
市
の
文
化
や
歴
史
、
自
然
等
を
積
極
的
に
情
報

発
信
し
、
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成
と
、
認
知
度
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
志
ブ
ラ
ン
ド
の
首
都
圏
へ

の
販
路
拡
大
を
図
る

● 

基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
林
水
産
業
の
振
興

● 

水
保
全
に
繋
が
る
河
川
の
浄
化
対
策
や
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
、環
境
都
市
「
志
布
志
」

の
イ
メ
ー
ジ
確
立
や
、
国
内
外
へ
の
情
報
発
信

３　

人
と
も
の
が
ゆ
き
か
う
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

　

市
勢
の
発
展
に
は
、
港
を
核
と
し
た
次
の
施
策
が

欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す

● 

市
の
主
幹
産
業
で
も
あ
る
畜
産
振
興
に
寄
与
す
る
、

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
の
速
や
か
な
整
備
着
手
と
、

志
布
志
港
が
特
定
貨
物
輸
入
拠
点
港
湾
に
指
定
さ

れ
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
要
望

● 

志
布
志
港
の
利
用
促
進
及
び
企
業
進
出
に
必
要
不

可
欠
な
高
速
道
路
（
東
九
州
自
動
車
道
・
都
城
志

布
志
道
路
）
の
整
備

　

ま
た
、
地
域
の
様
々
な
産
業
に
活
力
を
も
た
ら
し
、

ま
ち
全
体
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
「
観
光
」
に
つ

い
て
、志
布
志
を
訪
れ
た
人
が
「
ま
た
来
て
み
た
い
」、

「
住
ん
で
み
た
い
」
と
感
じ
る
よ
う
な
、
ま
ち
全
体

と
し
て
の
「
観
光
起
こ
し
」
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
23
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
志
布
志
市
観
光
振
興

計
画
に
基
づ
き
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
的
か

つ
効
率
的
に
推
進
し
、
観
光
入
り
込
み
客
１
０
０
万

人
の
達
成
に
向
け
、
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

● 

ダ
グ
リ
岬
周
辺
や
Ｊ
Ｒ
志
布
志
駅
を
活
用
し
た
魅

力
あ
る
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

● 

本
市
で
獲
れ
る
海
産
物
、
農
畜
産
物
を
使
用
し
た
、

ご
当
地
グ
ル
メ
を
活
用
す
る
「
地
産
来
消
」
の
推
進

４　

安
心
・
安
全
で
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

福
祉
、
医
療
、
防
犯
、
防
災
、
生
活
環
境
な
ど
の

環
境
整
備
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

安
心
・
安
全
で
、
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
は
、
行
政
の
最
重
要
課
題
で
す
。
市
民
が
元

気
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

救
急
医
療
に
対
す
る
拠
点
病
院
と
し
て
、
医
師
確

保
を
含
め
た
曽
於
医
師
会
立
病
院
の
充
実
な
ど
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
協
議

● 

介
護
、
医
療
、
生
活
支
援
、
介
護
予
防
の
充
実

● 

「
医
療
費
が
日
本
一
低
い
ま
ち
」
を
目
標
に
、
市

民
の
日
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
。

医
療
・
介
護
の
給
付
費
の
伸
び
の
抑
制
に
繋
が
る

よ
う
、
よ
り
効
果
的
な
「
健
康
づ
く
り
日
本
一
」

に
向
け
た
健
康
増
進
運
動
を
展
開

５　

行
財
政
改
革
が
す
す
ん
だ
、
健
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

厳
し
い
行
財
政
状
況
の
中
で
、
今
何
を
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
、
今
何
が
で
き
る
か
。
財
政
規
模

を
考
え
な
が
ら
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

で
き
る
こ
と
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
、
確
実
に
政
策

の
実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
限
ら
れ
た

人
材
で
、
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

向
け
、「
あ
い
さ
つ
日
本
一
の
市
役
所
」
を
目
指
し

た
接
遇
意
識
の
向
上
や
、
職
員
の
意
識
改
革
、
能
力

開
発
を
推
進
す
る
な
ど
、
公
務
能
率
の
一
層
の
増
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

人
事
評
価
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ

る
公
務
組
織
の
実
現
に
取
り
組
む

● 

情
報
発
信
、
新
起
業
の
推
進
、
新
産
業
の
創
出
、

先
端
技
術
を
伴
う
企
業
誘
致
と
い
っ
た
、
よ
り
専

門
性
を
要
す
る
施
策
は
首
都
圏
か
ら
の
移
住
も
視

野
に
、
積
極
的
に
民
間
人
を
活
用

　

以
上
、
市
政
推
進
に
当
た
り
、
所
信
の
一
端
を
申

し
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
資

源
と
可
能
性
を
生
か
し
て
、
様
々
な
日
本
一
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
、
こ
の
５
つ
の
基
本
的

な
考
え
方
に
基
づ
き
、
志
布
志
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
輪
が
協
奏
す
る
ま
ち
」

の
実
現
へ
向
け
、
職
員
と
一
体
と
な
り
進
め
て
参
り

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
御
支
援
と
御
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

所信表明平成26年度に目指す

市政のあり方と重点項目

志
布
志
市
長
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のグラフは、市に

入ってくる「歳入」

です。歳入は国及び県に頼

る「依存財源」と、市が自

らの権限で収入しうる「自

主財源」に分けられます。

　志布志市の歳入は、依

存財源である「地方交付税」が全体の 40.5％を占めています。

これは、市が一定水準の行政サービスを保つために交付される

ものです。次に多いのが、自主財源のうち市民の皆さんから

納めていただく「市税」で、全体の 17％を占めており、前年

度より 2.4％増の 30 億 8,578 万円を見込んでいます。続いて、

特定の目的のために国から交付される「国庫支出金」が全体の

13.5％を占め、次に多いのが、大きな事業をする際の財源不足

を長期の借り入れで補う「市債」（借金）であり、事業の緊急

度及び効果等を十分に考慮し、借り入れを行っています。

当初
予算

編成
当初予算

2014

SHIBUSH
I CITY

平成 26年度

志布志市議会３月定例会
で議決されました。

平成 26 年度一般会計当初予算は 181 億円（対前年度比 3.6％減）

平成 26年度　当初予算編成

　一般会計　・・・ 歳入

歳　入
181 億円

自主財源

26.5％

依存財源 73.5％

市税

17.0％

その他

9.5％

地方交付税 40.5％

国庫支出金

13.5％

市債

9.4％

県支出金

6.7％

その他

3.4％
市税の内訳

市税
30 億 8,578 万円

市民税

36.6％

49.9％

3.1％

10.4％

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

歳入
自主財源　26.5％
依存財源　73.5％
市税は全体の 17％

  特別会計・公営企業会計  ・・・ 予算

会 計 区 分 予 算 額 対 前 年 度 比

国 民 健 康 保 険 45 億 3,080 万円 △ 2.2 ％

後 期 高 齢 者 医 療 3億 6,115 万円 3.4 ％

介 護 保 険 39 億 3,441 万円 2.4 ％

下 水 道 管 理 3億 1,886 万円 2.2 ％

公 共 下 水 道 事 業 284 万円 △ 0.1 ％

国 民 宿 舎 1億 1,150 万円 1.5 ％

工 業 団 地 整 備 事 業 2億 4,034 万円 8.8 ％

合 　 　 計 94 億 9,990 万円 0.3 ％

特 別 会 計 予 算
別会計とは、特定の事業を行う場

合に、特定の歳入をもって、特定

の歳出に充て、その収支を明確にする

ため一般会計とは切り離して経理するもので、志

布志市には７つの特別会計があります。

特別
会計

区 分 予 算 額 対 前 年 度 比

収益的
収入 ６億 5,173 万円 14.2 ％

支出 ５億 6,182 万円 2.2 ％

資本的
収入 1億 4,421 万円 △ 15.7 ％

支出 ４億 4,552 万円 △ 17.4 ％ 

公 営 企 業 会 計 予 算 （ 水 道 事 業 ）

営企業会計とは、民間企業と同じ

ように事業の収益で賄われる会計

で、当該事業に係る経費を使用料等の

収入で賄い、独立採算を基本とし、地

方公営企業法の全部又は一部の適用を受けて設置

する会計です。

　志布志市では、水道事業に公営企業会計を設置

しています。

公営
企業
会計

※ 資本的収入額が資本的支出に対し不足する額は、企業内に

留保されている財源から補てんをし、実施するものです。

　一般会計　・・・ 歳出

歳　出 性 質 別 グ ラ フ

歳 出

181 億円

人件費

18.4％

公債費

14.5％

扶助費

22.5％

普通建設費

8.3％

災害復旧費

0.1％

物件費

13.5％

補助費等

12.8％

維持補修費

0.5％

その他 2.0％

繰出金

7.4％

義務的
経費

55.4％

投資的
経費

8.4％

その他
の経費

36.2％

（性質別）

歳　出 目 的 別 グ ラ フ

議会費

1.1％
総務費

13.7％

民生費

36.4％

衛生費
7.0％

農林水産業費

6.1％

商工費

2.5％
土木費

6.8％

消防費

3.9％

教育費
7.8％

公債費

14.5％
その他

0.2％

記
の
グ
ラ
フ
は
、
一
般
会
計
の
歳
出
を
「
性

質
別
」
と
「
目
的
別
」
に
表
し
た
も
の
で
す
。

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
法
令
等
に

よ
り
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
及
び
圧
縮
等

が
で
き
な
い
経
費
で
あ
る
「
義
務
的
経
費
」
が
全
体
の

55
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
、
資
産
形
成
を
行
う

た
め
の
経
費
で
、
学
校
及
び
道
路
な
ど
将
来
に
残
さ
れ
る

も
の
に
支
出
さ
れ
る
「
投
資
的
経
費
」
が
全
体
の
８
・
４
％

で
あ
り
、
「
そ
の
他
の
経
費
」
は
36
・
２
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
「
民
生
費
」
が
全

体
の
36
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
育
て
支

援
や
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
等
の
福
祉
全
般
に
関
す
る
経

費
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
「
公

債
費
」
で
全
体
の
14
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
債
の
元
金
・
利
子
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。
次
に
「
総

務
費
」
で
全
体
の
13
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

職
員
管
理
、
庁
舎
・
財
産
管
理
、
選
挙
、
戸
籍
及
び
市
税

の
賦
課
・
徴
収
等
の
行
政
運
営
全
般
に
要
す
る
経
費
で
す
。

歳出

左

特

公

上

※  「目的別」については次ページで
　  その主な内容をお知らせします。

用
語
説
明

【
歳
入
】

▼
市
税
：
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
。

▼�

地
方
交
付
税
：
市
の
財
政
力
に
応
じ
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼�

市
債
：
市
の
借
入
金
（
借
金
）
で
償
還
が

２
年
以
上
に
渡
る
も
の
。

▼�

国
庫
支
出
金
：
市
が
行
う
特
定
の
事
業
に

対
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼�

県
支
出
金
：
市
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対

し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼�

繰
入
金
：
積
立
金
（
基
金
）
の
取
り
崩
し

や
、
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
。

【
歳
出
】

▼
人
件
費
：
報
酬
や
給
与
な
ど
。

▼�

公
債
費
：
市
の
借
金
な
ど
を
償
還
す
る
経

費
。

▼�

扶
助
費
：
高
齢
者
、
児
童
、
心
身
障
が
い

者
な
ど
に
行
う
支
援
の
た
め
の
経
費
。

▼�

普
通
建
設
費
：
道
路
や
公
共
施
設
の
新
・

増
設
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費
。

▼�

物
件
費
：
賃
金
や
旅
費
、
交
際
費
、
需
用

費
な
ど
の
経
費
。

▼�

補
助
費
等
：
市
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対

し
て
行
政
上
の
目
的
で
支
払
う
経
費
。

▼ 

維
持
補
修
費
：
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を

管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
。

▼�

繰
出
金
：
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金

と
の
間
で
、
相
互
に
資
金
運
用
す
る
た
め

の
経
費
。

▼�

議
会
費
：
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費
。
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 ～やすらぎとにぎわいの輪が協奏するまち～

市民１人当たりの市税負担額は 9万 2,143 円、支出額は 54万 476円

当初予算
2014

SHIBUSHI CITY

成 26 年度一般会計当初予算を平成 26 年２月１日現在の市の住民基本台帳人口（33,489 人）で、市民１人

当たりに換算してみます。歳入のうち「市税」を市民１人当たりに換算すると、92,143 円の負担となります。

また、歳出について市民１人当たりに換算すると、540,476 円の支出となります。

　市民１人当たりの市税負担額と支出額には、448,333 円の差があります。この差額の大部分が「地方交付税」や

国及び県からの支出金等で賄われることになります。

平

市民１人当たりの市税負担額 92,143 円

  ◆固定資産税　45,979 円

　土地、家屋及び償却資産の
　所有に係る税金です。

  ◆市民税　33,757 円

　個人の前年の所得に係る税金及び
　法人の所得に係る法人税を基礎と
　して係る税金です。

  ◆軽自動車税　2,852 円

　原動機付自転車、軽自動車、
　小型特殊自動車及び２輪の
　小型自動車に係る税金です。

  ◆市たばこ税 9,555 円

　たばこ製造者、特定販売業者、卸販売
　業者が市内の小売販売業者に売り渡した
　たばこに係る税金です。

市民１人当たりへの支出額（目的別）540,476 円（主なものは、次のとおりです）

  ◆総務費　74,139 円

　職員管理、庁舎・財産管理、選挙、
　戸籍及び市税の賦課・徴収等の行
　政運営全般に要する経費です。

  ◆公債費　 78,181 円

　市の借金の返済に要する経費です。

  ◆民生費　197,092 円

　子どもや高齢者、障がいのある
　人などへの福祉関係全般の事業
　に要する経費です。

  ◆農林水産業費　33,022 円

　農業、畜産業、林業及び水産業等の
　振興のために要する経費です。

  ◆消防費　20,971 円　

　火災や風水害等の災害から市民の
　生命と財産を守るために要する
　経費です。

  ◆衛生費　37,650 円　

　保健衛生や環境等、健康で衛生的な
　生活環境を整備するために要する経
　費です。

  ◆土木費　 36,865 円　

　道路、橋、河川及び公園等の
　住環境を整備するために要す
　る経費です。

  ◆教育費　42,272 円　

　学校、体育施設の整備や、教育、
　生涯学習、文化及びスポーツ等の
　振興のために要する経費です。

 志布志市の台所事情
　国をはじめ地方自治体の財政状況が厳しいといわれる中、志布志市の財政はどんな状況でしょうか？

平成26年度一般会計予算の収入と支出の状況について、一世帯当たりの平均所得である月額46万円（平

成 24 年国民生活基礎調査より）の家計に置き換えてみました。

収　入
平成 26 年度一般会計予算額

181 億円
家計に置き換えた場合

（月額）46 万円
 市税　　　           30 億 8,578 万円
 地方交付税　       73 億 3,600 万円
 地方譲与税ほか　    6 億 220 万円

 月収（給与・各種手当）
                 28 万円（60.9％）

 使用料・手数料　 1 億 4,591 万円
 分担金・負担金　 2 億 5,263 万円
 財産収入　　　　 1 億 2,067 万円
 諸収入　　　　　 2 億 2,149 万円

 パート等の副収入
 （資産活用、雑収入など）
                １万９千円（4.1％） 

 国庫支出金　 　 24 億 3,501 万円
 県支出金　　  　12 億 1,916 万円

 親からの仕送り 
              ９万３千円（20.2%）

 市債   　 　　17 億 700 万円
 ローンの借入れ
              ４万３千円（9.4%）

 繰入金 　      ７億 7,415 万円
 預金引き出し
                         ２万円（4.3%）

 繰越金　　　　　　 ２億円
 先月の残金
                　　 ５千円（1.1%）

支　出
平成 26 年度一般会計予算額

181 億円
家計に置き換えた場合

（月額）46 万円
 人件費　　　       33 億 4,071 万円
 物件費　    　       24 億 5,096 万円
 補助費等　           23 億 1,440 万円

 生活費（食費、光熱費、町内会費、
  子どもの習い事の月謝等）
           20 万６千円（44.8%）

 扶助費　　　40 億 6,711 万円
 家族の医療費、保険料等
           10 万３千円（22.4%）

 繰出金　　　13 億 3,967 万円
 子どもへの仕送り
                     ３万４千円（7.4%）

 公債費 　　   26 億 1,820 万円
 住宅ローンの返済等
     　          ６万７千円（14.6%）

 普通建設費、災害復旧費    　  15 億 2,574 万円
 維持補修費　　　1 億 36 万円

 家の増改築、補修など
 　　　　   ４万１千円（8.9%）

 基金積立金等    3 億 4,285 万円  その他雑費 　  ９千円（1.9%）財 源 不 足 ！

資　産　の　状　況
平成 26 年度末見込み額 市民 1 人当たり

 市債残高　  235 億 4,173 万円  ローン残高             70 万 3 千円

 基金残高 　   23 億 7,043 万円  預貯金残高               7 万 1 千円

※財源不足額

　繰入金（預貯金の取崩し）で穴埋めをしており、これにより基金（預

　貯金）の残高は減っています。

入は、月収とパート等の副収入を合わせて 29 万９千円ですが、食費や光熱費、家族の医療費、子どもへの

仕送りなどの費用が 34 万３千円かかっています。このほかにローンの返済や古くなった家の改築費などの

費用のため、支出額の合計は 46 万円となっています。そのため、親からの仕送りに頼ったり、銀行からの借金や

預金の引き出しによって、やり繰りをしています。なお、平成 26 年度末の市民１人当たりの借金（市債）は 70

万３千円、預貯金残高（基金）は、７万１千円の見込みです。

収

　国、県の厳しい財政状況を踏まえ、平成 26 年度当初予算におきましても、市長選挙後の骨格予算（※）ではあ
りますが、雇用・景気対策に配慮し、継続的な普通建設事業や早期に実施することが必要と判断した防災対策等
に関しては予算計上を行いました。また、本市の将来像である『やすらぎとにぎわいの輪が協奏するまち』の実
現に向け、『志のあふれるまち』をまちづくりの基本理念として、住民サービスを堅持しながら、持続可能な財政
基盤の確立に努めます。

平成 26年度 当初予算編成にあたって

※骨格予算：�市長や市議の選挙時期などの関係から政策的な判断が出来にくいなどの事由により、政策的な経費の予算計上を避け、

義務的経費や経常的経費を中心とした予算編成。政策的経費や新規事業の経費などは補正予算に計上されます。

平成 26年度　当初予算編成
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地元で愛される焼酎が高い評価を得ました

焼
酎
鑑
評
会
で「
総
裁
賞
」と「
杜
氏
賞
」

　

２
月
17
日
、
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
た
、

平
成
25
年
酒
造
年
度「
本
格
焼
酎
鑑
評
会
」

で
、
株
式
会
社
若
潮
酒
造
が
総
裁
賞
と
杜

氏
賞
を
受
賞
し
、
下
戸
直
一
代
表
取
締
役

社
長
と
杜
氏
の
東
條
真
徳
さ
ん
が
市
役
所

を
訪
問
、
そ
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
酒
造
組
合（
本
坊
松
美
会
長
）

が
主
催
す
る
同
鑑
評
会
は
、
焼
酎
の
消
費

拡
大
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

今
回
は
県
下
１
０
７
場
・
２
４
３
点
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　

杜
氏
の
東
條
さ
ん
は
「
素
材
が
良
い
の

で
入
賞
の
自
信
は
あ
っ
た
が
、
杜
氏
賞
を

い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
嬉
し
い
。
今
後
は
代
表
賞
を
目
指
し
て

良
い
焼
酎
を
造
り
続
け
た
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
で
Ｐ
Ｒ
！

　

曽
於
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
、
主
な
祭

り
の
写
真
な
ど
を
側
面
に
施
し
た
ラ
ッ
ピ

ン
グ
バ
ス
が
、
志
布
志
市
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
走
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
有
限
会
社
カ
ー
セ
ン
タ
ー
大
隅

の
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
で
貸
し
出
さ
れ
て
い

る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
同
社
が
地
域
に
根

ざ
し
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
と
、
地
域

の
発
展
に
少
し
で
も
役
に
立
て
ば
と
い
う

思
い
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

３
月
か
ら
稼
働
し
て
い
る
バ
ス
に
つ
い

て
同
社
の
樺
山
道
夫
部
長
は
「
市
内
外
問

わ
ず
地
域
の
活
動
や
部
活
・
少
年
団
な
ど

で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
。
走
る

広
報
車
と
し
て
地
域
の
た
め
に
活
躍
で
き

れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

志布志市をアピールしながら走ります！

願いを込めて、祈りのハーモニー

　３月 11 日、「ストリートピアノ
でつなぐ祈りのハーモニー」が音の
駅（島津楽器）で開催されました。
　これは東日本大震災で被災した地
域の復興への願いを込めて、黙とう
と歌を届けることを目的に、県内外
8カ所で同時に開催されました。
　参加した市内 5つの幼稚園・保
育園の園児は復興への願いを込め
て、元気いっぱい、大きな声で『ふ
るさと』と復興支援ソング『花は咲
く』を歌いました。

被災地復興への願いを込めて…

防犯・交通安全を声かけ！

　３月３日、志布志警察署は野神ソ
フトボール少年団が行っている、地
域での防犯や交通安全への啓発ボラ
ンティア活動に対して「善行少年表
彰」を贈り、その表彰式を野神小学
校と原田小学校で行いました。
　同少年団は野神小と原田小の児童
で構成されており、世代を超えた安
心安全なまちづくりを目指して、地
域の独居高齢者宅を巡回し、振り込
め詐欺や交通事故防止を呼びかける
などの活動を行っています。

安心安全なまちづくりに向けて

ぱしふぃっくびーなすが寄港

　３月２日、豪華客船ぱしふぃっく
びーなす号が志布志港に寄港し、歓
迎レセプションが行われました。
　志布志ちりめん太鼓の迫力ある演
奏で入港を出迎えた後の歓迎レセプ
ションでは、恒川郁夫船長から「心
尽くしの歓迎ありがとうございま
す。大隅・志布志の地を満喫させて
いただきます」と出迎えに対するお
礼の言葉がありました。
　出港時は志布志小学校金管バンド
による演奏で見送りました。

大隅・志布志を満喫されたようです

閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

３
月
15
日
と
16
日
、
出
水
中
学

校
と
田
之
浦
中
学
校
の
閉
校
記
念

式
典
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
や
卒

業
生
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
約
３
０
０

人
を
超
え
る
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

3
月
15
日
に
閉
校
式
が
行
わ
れ

た
出
水
中
学
校
は
、
67
年
前
に
志

布
志
第
三
中
学
校
と
し
て
開
設
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
２
千
３
５
７
名

が
卒
業
し
ま
し
た
。
式
典
後
の
思

い
出
を
語
る
会
で
は
、
在
校
生
が

作
詞
作
曲
し
た
閉
校
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
「
私
た
ち
の
未
来
」
を
披
露
す

る
な
ど
、
感
動
の
う
ち
に
そ
の
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。
ま
た
バ
レ
ー

部
の
閉
校
記
念
集
会
も
開
催
さ
れ
、

汗
を
流
し
た
体
育
館
で
思
い
出
を

語
ら
い
ま
し
た
。

　

16
日
に
閉
校
式
が
行
わ
れ
た
田

之
浦
中
学
校
は
、
出
水
中
と
同
じ

く
67
年
前
に
志
布
志
第
二
中
学
校

と
し
て
開
設
さ
れ
、
現
在
ま
で
に

２
千
８
９
６
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
在
校
生
代
表
の
川
原
星

南
さ
ん
（
２
年
生
）
が
、
通
っ
て

い
る
学
校
が
閉
校
に
な
る
こ
と
へ

の
不
安
と
、
寂
し
い
想
い
を
述
べ

ま
し
た
。

　

両
校
と
も
文
武
両
道
と
し
て
歩

ん
で
き
た
歴
史
と
伝
統
を
、
統
合

先
の
志
布
志
中
学
校
へ
引
き
継
ぎ

ま
す
。

まちの

話 題しぶし TOPICS

出
水
中
学
校 

閉
校
式

田
之
浦
中
学
校 

閉
校
式
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立
派
な
自
衛
官
を
め
ざ
し
て
！

　

３
月
７
日
、
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
25
年
度
自
衛
隊
入
隊
者
壮

行
会
が
開
催
さ
れ
、
入
隊
予
定
者
の
７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
長
の
ほ
か
海
上
自
衛
隊
鹿

屋
航
空
基
地
第
１
航
空
隊
副
長
ら
が
「
我

が
国
の
平
和
を
守
る
自
衛
隊
へ
の
道
を
選

ば
れ
、
志
高
く
入
隊
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
、

敬
意
を
表
し
ま
す
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
隊
者
を
代
表
し
て
、
前
田
も

も
こ
さ
ん
が
「
自
衛
官
と
し
て
も
社
会
人

と
し
て
も
、
少
し
で
も
早
く
先
輩
に
追
い

つ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。
３
月
中
旬
頃
か
ら
各
地
の
教

育
隊
に
着
任
す
る
皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

高い志を胸に、全国各地で頑張ってください！

地域の安心・安全に向けて！

災
害
時
の
助
け
合
い
を
約
束
！

　

３
月
18
日
、「
災
害
時
に
お
け
る
食
糧
・

飲
料
水
等
物
資
の
供
給
協
力
に
関
す
る
協

定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
は
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

か
ご
し
ま
と
株
式
会
社
ニ
シ
ム
タ
の
２
社

と
結
ば
れ
、
こ
れ
ま
で
に
協
定
を
結
ん
だ

５
社
と
併
せ
て
、
計
７
社
が
市
へ
の
協
力

を
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
な
ど
に
市
と
企

業
が
協
力
し
て
食
料
や
飲
料
水
な
ど
の
物

資
の
安
定
供
給
を
行
い
、
市
民
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
を
結
ん
だ
企
業
か
ら
は
「
地
域
貢

献
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
県

内
外
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
、
災
害
時
な
ど
に
は
役
立
て
る
と
思
い

ま
す
」
と
力
強
い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

高
台
へ
逃
げ
ろ
！
防
災
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
25
年
度
ま
で
の
２
年
間
、
文
部
科

学
省
の
実
践
的
防
災
教
育
総
合
支
援
事
業

の
委
託
を
受
け
、
通
山
小
学
校
・
有
明
中

学
校
・
志
布
志
高
等
学
校
の
３
校
が
モ
デ

ル
校
と
し
て
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

２
年
間
を
通
し
て
、
地
震
・
津
波
の
発

生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
児
童
か
ら
は
「
坂
を
上
る
訓
練
は
と

て
も
疲
れ
ま
し
た
。
で
も
、
命
を
守
る
訓

練
な
の
で
一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
」、「
こ

の
訓
練
で
、
自
分
や
周
り
の
人
の
命
が
守

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」
な
ど
の

意
見
や
感
想
が
聞
か
れ
、
防
災
に
対
す
る

意
識
の
変
化
や
、
関
心
が
高
ま
っ
た
よ
う

で
し
た
。

通山小学校で行われた避難訓練の様子

豊
か
な
森
林
の
大
切
さ
を
学
ぼ
う
！

　

２
月
23
日
、「
第
６
回
森
は
み
ん
な
の

宝
物
事
業
」
が
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
15
家
族
、
48
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
み
ど
り
の
募
金
を
活
用

し
、
未
来
あ
る
子
供
た
ち
に
、
親
子
で
豊

か
な
森
林
の
大
切
さ
を
学
習
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
し
い
た
け
の
駒
打
ち

や
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
り
な
ど
の
体
験
を
通

し
、
森
林
の
大
切
さ
、
役
割
な
ど
を
家
族

で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
昼
食
に
は
、
志
布
志
市
産
の
椎
茸

の
炭
火
焼
き
や
、
市
猟
友
会
員
の
提
供
に

よ
る
「
し
し
鍋
」
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
食
を

通
し
て
も
、
森
が
作
り
出
す
恵
み
を
堪
能

し
ま
し
た
。

しいたけの駒打ちなど、貴重な体験ができました

講演された熊本大学大学院  山下裕作教授

水
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

３
月
２
日
、
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
「
第
４
回
志
布
志
市
水
保
全
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら

約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
基
調
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
今
後

の
水
保
全
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。
会
場
か
ら
の
活
発
な
意
見
に
、
大

変
有
意
義
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
市
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
に

対
す
る
取
り
組
み
や
事
業
活
動
が
、
次
世

代
へ
き
れ
い
で
豊
か
な
水
を
残
し
、
よ
り

良
い
社
会
を
形
成
す
る
だ
ろ
う
。
今
後
も

個
人
あ
る
い
は
事
業
活
動
に
お
い
て
環
境

に
や
さ
し
い
か
を
基
準
と
し
て
行
動
し
て

い
こ
う
」
と
宣
言
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

終
了
し
ま
し
た
。　

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
お
い
で
！

　

３
月
11
日
、
志
布
志
漁
協
で
ヒ
ラ
メ
の

稚
魚
２
千
匹
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
志
布
志
港
に
お
い
て
、
志
布

志（
若
浜
地
区
）防
波
堤
築
造
工
事
を
行
っ

て
い
る
五
洋
建
設
㈱
が
、
か
ご
し
ま
豊
か

な
海
づ
く
り
協
会
の
協
力
を
得
て
、
社
会

貢
献
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

志
布
志
小
学
校
の
４
年
生
62
人
も
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
参
加
。
防

波
堤
や
海
の
資
源
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
稚
魚
を
海
に
放
ち
、
元

気
に
泳
い
で
い
く
様
子
を
見
届
け
ま
し
た
。

　

放
流
を
行
っ
た
盛
田
優
心
さ
ん
は
「
お

父
さ
ん
が
魚
釣
り
を
す
る
の
で
、
大
き
く

な
っ
て
帰
っ
て
来
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ヒラメ放流の貴重な体験に、目を輝かせていました

日
本
が
大
好
き
！

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
日
本
へ

　

３
月
５
日
か
ら
５
月
末
ま
で
の
間
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
ム
イ
デ
ィ
ノ
ワ
ァ
・

シ
ト
ラ
さ
ん
が
日
本
語
の
勉
強
の
た
め
に

滞
在
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ト
ラ
さ
ん
は
同
国
リ
シ
タ
ン
市
の
日

本
語
学
校
で
３
年
間
ほ
ど
日
本
語
を
勉
強
、

日
本
の
大
学
で
勉
強
し
た
い
と
い
う
夢
に

向
か
っ
て
、
今
回
、
有
明
町
蓬
原
の
民
宿

す
ず
風
に
滞
在
し
な
が
ら
、
日
本
語
と
日

本
の
文
化
、
習
慣
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
介
護
老
人
保
健
施
設
つ
わ
ぶ
き

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
い
、
利
用
者

の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な

ど
、
日
本
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日本とウズベキスタンを結ぶ懸け橋になってください！

非
常
食
作
り
に
挑
戦

　

３
月
15
日
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
が
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
指
導
の
も
と
、

非
常
食
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

お
米
を
入
れ
る
作
業
や
空
気
を
抜
く
作

業
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
「
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
自
分
た
ち
も
力
に
な
り

た
い
」
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
非
常
食
の
作
り
方
や
利
点
等

を
学
び
、「
覚
え
た
こ
と
を
多
く
の
人
に

伝
え
た
い
」、「
自
分
た
ち
だ
け
で
も
作
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
感
想
を
話
し
ま

し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
は
年
間
を

通
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

興
味
や
関
心
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

真剣な面持ちで非常食作りに取り組みました
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まちの

話 題しぶし TOPICS

第９回 しぶしポートマラソンが開催されました！

職場や友人で仲良く参加！

３Ｋｍ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　313 名

小学生男子  毛下 大暉（西原ＪＲＣ）        10 分 45秒 40歳代男子  南 晋吾                        11 分 06秒

小学生女子  神園 桃花（西原ＪＲＣ）        12 分 01 秒 40歳代女子  田丸 恵美（加治木工業高校）     17 分 30秒

中学生男子  前原 匠                        9 分 46秒 50歳代男子  有村 憲治（有村歯科）           10 分 51 秒

中学生女子  永田 蘭（有明中学校）          10 分 38秒 50歳代女子  東 有子                        15 分 20秒

29歳以下男子  神川 悠斗（愛生ホーム大崎）    13 分 58秒 60歳代男子  小森 透（（株）鹿島食品）        11 分 28秒

29歳以下女子  柳原 恵美（Ｎ 'Ｓランナークラブ）   12 分 07 秒 60歳代女子  後藤 千鶴子                    14 分 04秒

30歳代男子  竪山 満                       10 分 56秒 70歳以上男子  川添 時義                      15 分 40秒

30歳代女子  曽我 由香利（あめんぼう水泳）　　16分 01 秒 70歳以上女子  篠田 信子                      17 分 08秒

５Ｋｍ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　97名

中学生男子  山口 大樹（輝北中学校）　　　　17 分 58秒 40歳代女子  大櫛 里香                     27 分 10 秒

中学生女子  井﨑 那菜　　　　　　　　　　 33分 14 秒 50歳代男子  荒武 浩一　　　　　           19 分 42秒

29歳以下男子  茜ヶ久保 侑也（隼人工業高校）  18 分 02秒 50歳代女子  佐々木 一美（Ｓ＆Ｔアスリート）  23 分 39秒

29歳以下女子  佐野 友里恵（あゆみ保育園）　　27分 28秒 60歳代男子  堀切 忠夫                     21 分 16 秒

30歳代男子  岡本 英伯（211ATS）　　　　　 16 分 37 秒 60歳代女子  松永 啓子                     26 分 07秒

30歳代女子  下尾崎 恭子                    27 分 29秒 70歳以上男子  鈴木 鑛満（熊本走ろう会）      22 分 44秒

40歳代男子  脇園 誠（S&T）    　　　　　　17 分 44秒 ― ―

10Ｋｍ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　183名

29歳以下男子  山崎 翔平（鹿児島高専）        34 分 10秒 50歳代男子  山崎 隆（S&T-AC）            36 分 37 秒

29歳以下女子  藤原 恵美                     47 分 15 秒 50歳代女子  永田 はるよ（甲南高校）　　　　44分 21 秒

30歳代男子  佐野 広幸                     38 分 04秒 60歳代男子  小路口 盛男　　　　　　　　　 44分 29秒

30歳代女子  鈴東 梨香（ひまわり相談室）    52 分 48秒 60歳代女子  轟原 さつ子                   53 分 00秒

40歳代男子  貴島　潔　　　　　　　　　　　36分 16 秒 70歳以上男子  久保 正紘（加治木走友会）      51 分 38秒

40歳代女子  下川　恵　　　　　　　　　　　49分 27秒 ― ―

ハーフ　コース　（各年代１位の方のみ掲載します）　　193名

29歳以下男子  杉元 翔平（双葉保育園）　１時間 20分 22秒 40歳代女子  義永 祐子（ぼっけもん同志）   １時間 35分 33秒

29歳以下女子  熊本 美香　　 　　　　　２時間 19分 56秒 50歳代男子  堀之内 邦洋             １時間 17 分 04秒

30歳代男子  新地 亮平（市社協）　　　１時間 15分 31 秒 50歳代女子  関屋 芳江（R福岡クラブ）   １時間 51 分 26秒

30歳代女子  本村 麻里子　  　　　　 １時間 36分 47秒 60歳代男子  平嶺 明光（かめさんくらぶ）　 １時間 25分 08秒

40歳代男子  末川 克博　　           １時間 17 分 36秒 70歳以上男子  前田 利和                １時間 44分 01 秒

ファミリー　コース　57組 178 人 　奥田 美由紀ファミリー　５分04秒

多くの親子連れが参加しました！うどんなどの振舞いも大盛況！

３月２日、第９回ポートマラソン大会が志布志運動公園陸上競
技場を中心に開催されました。当日は天候が心配されましたが、
市内外から 964 人が参加し、ハーフ、10 キロ、５キロ、３キロ、
ファミリーコースを楽しみました。
また大会運営には多くの関係団体の方が携わり、選手をサポー
トしました。
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健康についての様々な相談にいつでも応じています。
お気軽にお問い合わせください。

Health Up
for

  mile
保健師・栄養士メモ

本庁 保健課　℡：474-1111（内線 164）
松山支所 市民課   ℡：487-2111（内線 273）　志布志支所 福祉課   ℡：472-1111（内線 206）問

ストップ！
滞納

Tax Information

本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153）
　　　　　　　　　　　　　    収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の滞納処分の状況や税金に関することをご紹介します。

平成25年度 滞納処分等実施状況について

　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・
病気等により収入がない方につきましては、本庁・各支所
の税務窓口で随時納税相談を実施しています。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公
平を保ち、大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不
動産など）を差し押さえることになります（法律では、「督促
状を発した日から起算して 10 日を経過した日までに完納しな
いとき」は、「財産を差し押さえなければならない」と定めら
れています）。

◆差押えを実施した人数：215 人（平成 25 年 4 月～平成 26 年３月末現在）

【差押えの内容】

 ●給与　　18 人
 ●預貯金　 104 人
 ●不動産　31 人
 ●動産　　８   人
 ●債権　　54 人

今
月
の
納
税

納
付
期
限
：

口
座
振
替
日
：

４
月
30
日（
水
）

４
月
25
日（
金
）

　

口
座
振
替
を
さ
れ
る
方

は
、
口
座
振
替
日
の
前
日

ま
で
に
残
高
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税（
１
期
）

●
介
護
保
険
料
（
１
期
）

● 

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
（
１
期
）

※ 

納
税
証
明
等
の

交
付
に
つ
い
て

　

金
融
機
関
等
で
納
付
し

て
か
ら
市
役
所
で
納
付
確

認
が
で
き
る
ま
で
、
約
１

週
間
程
度
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
納
付
後
、
早

急
に
納
税
証
明
等
が
必
要

な
場
合
は
領
収
書
等
を
ご

持
参
の
う
え
交
付
請
求
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
縦
覧
制
度
】

　

縦
覧
制
度
は
、
納
税
義
務
者
等

が
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、
市
内

の
他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を

見
る
こ
と
で
、
自
己
の
所
有
す
る

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で

あ
る
か
を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

◆ 

縦
覧
期
間
：
４
月
１
日
（
火
）

～
６
月
２
日
（
月
）
ま
で

　

�（
土
・
日
曜
、
祝
日
等
の
閉
庁

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）

◆ 

縦
覧
場
所
：
本
庁
税
務
課
、
志

布
志
支
所
市
民
税
務
課
、
松
山

支
所
市
民
課

◆
手
数
料
：
無
料

◆ 

縦
覧
で
き
る
方
：

●�

土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
納
税

義
務
者
（
免
税
点
以
下
の
方
を

除
く
）

●
納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族

●
納
税
管
理
人
・
相
続
人
代
表
者

◆
確
認
で
き
る
内
容
：

● 

土
地
：
土
地
所
在
地
番
、
課
税

地
目
、
課
税
地
積
、
評
価
額

● 

家
屋
：
家
屋
番
号
、
所
在
地
、

用
途
、構
造
、床
面
積
、評
価
額

◆ 

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
：
運
転

免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類

【
閲
覧
制
度
】

　

閲
覧
制
度
は
、
納
税
義
務
者
等

が
自
己
の
資
産
に
つ
い
て
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
内
容

を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

◆ 

閲
覧
期
間
：
通
年
（
土
・
日
曜
、

祝
日
等
の
閉
庁
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

◆ 

閲
覧
場
所
：
縦
覧
場
所
と
同
じ

◆
手
数
料
：
１
通�

２
０
０
円

※ 

平
成
26
年
４
月
１
日
（
火
）
～

６
月
２
日
（
月
）
ま
で
は
無
料

◆
閲
覧
で
き
る
方
：

●
納
税
義
務
者

●
納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族

●
納
税
管
理
人
・
相
続
人
代
表
者

◆ 

確
認
で
き
る
内
容
：
所
有
資
産

の
登
録
さ
れ
た
課
税
台
帳

◆ 

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
：
運
転

免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
。

代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
及

び
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
。

法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
印
を

押
印
し
た
申
請
書
又
は
委
任
状
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
１
５
４
・
１
５
５
）

固
定
資
産
税
の
縦
覧
及
び
閲
覧
制
度
に
つ
い
て

 心の病　～ 絶対にならない！と思っていませんか？ ～

新年度を迎え、入学や入社、人事異動、また気候の変化などで環境が変化し、心身のストレスが多くなる

時期になりました。そんな中、自分の心の不調に気付かなかったり、気付かないふりをして頑張りすぎた

りすると、うつ病など、心の病気を招くことになりかねません。

心は見えませんが、様々なサインを出します。それは自覚できるものと、他者が気付くものがあります。

サインは一人ひとり異なり、一つの症状だけではなく、複数のサインが重なって現れることもあります。

自分で気づけるサイン　他者が気づいて
あげられるサイン　

◆
食
欲
が
な
い
、
味
覚
が
変
わ
る

◆
便
秘
や
下
痢
を
繰
り
返
す

◆
集
中
力
、
判
断
力
が
低
下
す
る

◆
頭
が
重
い

◆
不
眠

◆
疲
れ
や
す
い
、
疲
れ
が
と
れ
な
い

◆
楽
し
み
だ
っ
た
こ
と
が
楽
し
め
な
い

◆ 

他
人
の
言
動
が
気
に
な
る(

悪
口
を
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
な
ど)

◆
気
持
ち
が
落
ち
着
か
な
く
な
る

　

な
ど

◆
怒
り
っ
ぽ
く
な
る

◆
表
情
が
乏
し
く
、
あ
ま
り
笑
わ
な
い

◆
口
数
が
減
る

◆
た
め
息
、
ひ
と
り
言
が
増
え
る

◆ 

遅
刻
、
早
退
、
欠
勤
が
多
く
な
っ
た
り
、

時
間
を
気
に
し
な
く
な
っ
た
り
す
る

◆
ミ
ス
が
増
え
る

◆
身
だ
し
な
み
に
気
を
使
わ
な
く
な
る

◆ 

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に

の
め
り
込
む

　

な
ど

自
ら
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら

　

心
の
不
調
が
軽
い
う
ち
は
、

運
動
や
趣
味
な
ど
、
気
分
転
換

を
す
れ
ば
す
っ
き
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
何
も

す
る
気
が
し
な
い
な
ど
、
心
の

不
調
が
溜
ま
っ
て
い
る
時
は
、

ゆ
っ
く
り
休
養
を
と
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
ま
た
、
心
の
安
定

に
は
セ
ロ
ト
ニ
ン
（
脳
内
の
神

経
細
胞
の
間
で
情
報
の
伝
達
を

行
う
物
質
）
と
い
う
物
質
が
関

係
し
て
お
り
、
そ
れ
を
増
や
す

に
は
次
の
習
慣
が
良
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

◆
朝
日
を
全
身
に
浴
び
る

◆ 

朝
食
を
摂
る
（
例
：
乳
製
品
や

豆
類
等
に
含
ま
れ
る
物
質
が

セ
ロ
ト
ニ
ン
の
量
を
増
や
す
）

◆ 

リ
ズ
ム
運
動
を
す
る
（
食
べ

物
を
噛
む
こ
と
や
、
15
分
程

度
歩
く
、
意
識
的
に
腹
筋
を

使
っ
て
呼
吸
を
す
る
と
い
っ

た
こ
と
な
ど
）

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
一
方
で
は

『
幸
せ
物
質
』
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
規
則
的
な
生
活
で
セ

ロ
ト
ニ
ン
を
増
や
し
、
心
の
安

定
の
回
復
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

周
囲
が
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら

　

自
分
で
は
な
か
な
か
気
付
か

な
い
場
合
で
も
、
家
族
や
友
人
、

同
僚
な
ど
、
周
囲
が
サ
イ
ン
に

気
付
い
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
、

心
の
病
気
を
発
症
す
る
手
前
で

防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

普
段
と
様
子
が
違
う
と
感

じ
た
ら「
最
近
ど
う
？
」
な
ど

の
声
掛
け
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
話
を
聴
き
、
受
け
止

め
た
あ
と
、
専
門
家
や
専
門
医

へ
の
相
談
を
勧
め
る
こ
と
も
一

つ
の
方
法
で
す
。
か
か
り
つ
け

医
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
て
、
専
門

医
へ
繋
い
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

志
布
志
市
で
は
、
保
健
師
に

よ
る
相
談
の
受
付
や
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
気

軽
に
心
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る

『
心
の
体
温
計
』
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『
心
の
体
温
計
』
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。
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志布志市が取り組む「ブランドづくり」をご紹介します！

こころざし
ブランド通信

Shibushi Brands News 

ブランド推進物語⑧

21　市報しぶし■ 2014.4

本庁 企画政策課 ブランド推進室   ℡：474-1111（内線 254）問

今年もやります！日本一早い「志布志の夏そば」
【
こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム　

特
別
編
】

　
「
モ
ノ
よ
り
思
い
出
」「
お
金
で
買

え
な
い
価
値
が
あ
る
」
と
い
っ
た

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
Ｃ
Ｍ
で
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、

依
然
と
し
て
「
本
当
の
豊
か
さ
と
は

何
か
？
」
が
問
わ
れ
る
現
代
で
す
。

　

豊
か
さ
の
尺
度
は
つ
ま
り
「
幸
せ

で
あ
る
か
？
」
で
す
。「
ど
れ
だ
け

自
ら
や
周
り
の
存
在
を
『
幸
せ
に
で

き
る
か
』」
に
よ
り
、
本
来
モ
ノ
や

サ
ー
ビ
ス
の
価
値
は
は
か
ら
れ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。　

　

と
は
い
え
「
幸
せ
」
を
明
確
に
定

義
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
２
０
１
１
年
に
「
世
界

一
幸
福
度
の
高
い
国
」
と
言
わ
れ
て

い
る
ブ
ー
タ
ン
国
王
来
日
の
際
、
志

布
志
市
と
ブ
ー
タ
ン
国
閣
下
の
応
接

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
ご
縁
か
ら
、
日

本
を
代
表
す
る
幸
福
度
の
研
究
会
に

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

「
幸
せ
」
を
一
律
に
定
義
す
る
の
は

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
幸

せ
」
は
最
終
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
「
心
」
の
在
り
方
が
決
め
る
も
の

で
す
。
私
た
ち
は
、
人
間
の
根
源
的

な
存
在
理
由
で
あ
る
「
心
」
の
在
り

方
が
問
わ
れ
る
大
き
な
時
代
の
節
目

を
迎
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

志
布
志
の
地
名
に
あ
る
「
志
」
の

語
源
に
は
「
心
の
向
か
う
と
こ
ろ
」

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。『
志
』
は

『
士
』
が
出
発
の
線
と
足
の
向
か
う

先
、『
心
』
が
心
臓
を
表
す
形
声
文

字
で
す
。
か
つ
て
こ
の
地
で
天
智
天

皇
が
女
主
人
と
侍
女
か
ら
布
を
献
上

さ
れ
た
こ
と
を
「
上
か
ら
も
下
か
ら

も
志
と
し
て
布
を
献
じ
た
こ
と
は
誠

に
志
布
志
で
あ
る
」
と
し
、
志
布
志

と
呼
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　

私
は
「『
志
』
の
ま
ち
志
布
志
」

こ
そ
が
、
現
代
日
本
に
忘
れ
ら
れ
た

「
心
の
行
先
」
を
示
す
ひ
な
形
に
な

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
志
布
志
が
示
す
べ
き
古
き
良

き
日
本
の
「
心
」
と
は
い
か
な
る
も

の
な
の
か
？
そ
れ
は
、文
字
通
り「
和

の
心
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
と
人
、
人
と
人
は
も
と
よ

り
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
、
東
洋

思
想
と
西
洋
思
想
、�

ミ
ク
ロ
と
マ
ク

ロ
、
と
い
っ
た
対
極
の
も
の
を
統
合

し
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
同
士
の
調
和
を

尊
ぶ
価
値
観
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。�

　

今
、
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
混

乱
期
に
こ
そ
、
人
間
や
社
会
を
ど
う

見
る
か
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で

す
。
平
和
・
調
和
・
和
合
…
と
い
う

元
来
日
本
が
持
っ
て
い
た
原
点
へ
の

回
帰
か
ら
新
し
い
在
り
方
へ
の
創
造

が
、
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

日
本
の
強
さ
、美
し
さ
の
源
は『
環

境
に
適
応
し
変
化
す
る
し
な
や
か

さ
』『
己
の
ま
わ
り
の
あ
ら
ゆ
る
存

在
を
尊
ぶ
立
ち
振
る
舞
い
』
す
な
わ

ち「
和
」の
精
神
に
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

そ
れ
は
、
全
体
の
均
衡
、
つ
ま
り

自
ら
と
周
り
の
調
和
を
保
ち
、
自
然

と
共
に
在
る
と
い
う
軸
を
ぶ
ら
す
こ

と
な
く
進
化
す
る
力
。
こ
れ
は
大
自

然
豊
か
な
風
土
の
中
で
長
く
醸
成
さ

れ
て
き
た
日
本
国
民
の
誇
る
べ
き
気

質
と
言
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
日
本

古
来
の
「
和
の
心
」
を
カ
タ
チ
に
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
志
布
志
が
果
た
す

べ
き
役
割
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
の

『
志
』
に
込
め
、
今
春
よ
り
志
布
志

市
役
所�

企
画
政
策
課
ブ
ラ
ン
ド
推

進
室
の
方
々
と
協
力
し
て
「
志
×
志

（
シ
シ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動

し
ま
し
た
。
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り

の
『
志
』
と
、
国
家
、
地
域
、
企
業
、

家
庭
…
そ
れ
ぞ
れ
の
『
志
』
が
合
わ

さ
る
こ
と
で
、
大
き
な
流
れ
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

志
布
志
を
は
じ
め
日
本
に
は
、
現

代
社
会
に
お
い
て
真
価
が
見
直
さ
れ

る
べ
き
豊
か
さ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

豊
か
な
大
自
然
と
調
和
し
な
が
ら

生
活
し
て
き
た
人
々
の
叡
智
、
祖
先

か
ら
受
け
継
が
れ
て
来
た
大
切
な
環

境
資
源
・
風
習
・
文
化
…
。
そ
れ
ら

の
価
値
を
見
直
す
こ
と
が
日
本
国
復

興
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　

人
類
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
識
が
、

目
に
見
え
ぬ
と
も
支
え
合
う
志
と
し

て
貫
か
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
や
が
て

世
界
へ
と
広
が
り
、
こ
の
地
球
の
未

来
の
希
望
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

モ
ノ
の
価
値
が
分
か
り
に
く
い
現

代
の
情
報
化
社
会
で
、
真
に
価
値
あ

る
も
の
を
、
価
値
あ
る
も
の
と
し
て

伝
え
る
。
何
を
善
し
と
す
る
の
か
現

代
の
人
類
の
「
心
の
在
り
方
」
を
真

剣
に
問
う
。
志
布
志
に
脈
々
と
流
れ

る
古
き
良
き
日
本
の
心
を
結
集
し
て
、

忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
日
本

の
誇
り
、
強
さ
、
美
し
さ
を
呼
び
覚

ま
し
て
、
日
本
再
生
そ
し
て
地
球
和

合
の
旗
頭
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
い

ま
す
。

　
『 

志
布
志
が
呼
び
興
す
べ
き
日
本
人
の
心　
〜
「
志
布
志
は
日
本
を
救
え
る
か
？
」
志
×
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動 
〜 

』

　志布志市では、日本一早い「志布志の夏そば」のブランド化を目指そうと、３月５日、
合計 34 の作付け希望の農家や団体を集め、作付け講習会を開催しました。作付け面積は
昨年から倍増の約 10 ヘクタールです。
　講習会では、県農業開発総合センター大隅支場の竹牟禮研究専門員が講師となり、春蒔き型品種「春のいぶき」
の作付けにおける過去の試験栽培結果や注意点などの説明に続き、これまでの実績や今後の流れ等を事務局から説
明しました。質疑応答の時間では、「肥料は何を使えば良いのか」、「秋そばと作り方が違うのか」など、作付けに関
する質問が数多く出され、質の高いそばを作ろうという農家の強い意気込みが感じられました。また初めて作付け
するという農家の質問に対し、ベテランの農家が適切にアドバイスするといった場面もあり、農家同士の連携も図
られたのではと感じる講習会となりました。
　昨年は多くのテレビ、新聞、タウン情報誌に取り上げられた志布志の夏そば。今年は更に風味豊かな美味しいそ
ばが食べられそうな予感がします。『12 月 31 日の大晦日は年越しそば、６月 30 日の晦日は志布志の夏越しそば！』

となるよう、面白いイベントも現在計画中です。どうぞお楽しみに！

これまでの実績
　市内飲食店で期間限定での提供をはじめ、生協コープかごしま全店やＡコープ鹿児
島 51 店舗で販売されました。また首都圏では東京銀座にオープンしたＪＡ鹿児島県経
済連直営の「銀座華蓮」ほか１店舗でも数量限定で提供されるなど、県外への販路も
拡大しつつあります。

　神奈川県にある老舗の地ビール醸造会社「サンクトガーレン」が、志布志市の蕎麦を使った蕎麦エールを４月１

日のみのネット限定販売を行い、3000 本が即日完売しました。エイプリルフールにちなんだ「ウソのような本物

の商品」というコンセプトで作られた今回の蕎麦エール。国内の多くのメディアにも取り上げられ、ネット通販サ

イトＡｍａｚｏｎでは、地ビールランキングで堂々の 1 位を獲得するなど、大きな話題となりました。

　エールとはいわゆる「ビール」のことで、蕎麦エールは海外では一般的に飲まれている飲み物です。蕎麦粉を使っ

たクレープ「ガレット」が有名なフランスでも、蕎麦を使ったビールがあり、ガレットと一緒に楽しまれています。

同社代表の岩本社長によると「ネット販売で注文書を見たとき、この地名書き間違っているんじゃないの？」と思っ

たことがきっかけで、志布志市に興味を持っていただき、商品開発に至っ

たそうです。

　商品のＰＲチラシ等には、現在志布志市で取り組んでいる「日本一早

い志布志の夏そば」が地図入りで紹介されました。最近は、これほどま

でに「志」が繰り返される地名は無いということで、首都圏からのテレ

ビ取材が増えています。ブランド推進室では、「 志
こころざし

あふれるまち」には、

本当に素敵な人、モノ、コトがあるということを、こういった機会をと

らえて更にＰＲしていきたいと考えています。

「志布志市志布志町志布志の志布志市役所志布志支所の

側
そ ば

の蕎
そ ば

麦の蕎
そ ば

麦エール」発売！

コラムニスト
ふじやま学校
代表取締役  坂本貴弘

神奈川県出身。『ふじやま学校』

の代表取締役。志布志市ブラン

ド推進アドバイザーとしてブラ

ン ド づ く り

に携わる。東

京大学卒業。
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薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

初は
っ
ま
ご孫

い 

ラ
ン
ド
セ
ル
を
ち 

爺じ

が
奮は

ま発
っ 

　
　
樋
渡
草
団
子

年と

し寄
な
者も
ん 

年ね
ん
き
ん
ぐ

金
暮
ら
し 

付ち

っ
溜う
い
っ息

　
　
　
　
　
竹
之
内
零
余
子

俺お

い
が
事こ

つ 

句く

い
な
詠よ

ん
な
ち 

婆ば

を
怒く

る
っ 

　
　
福
山
　
吉
連

何ど

こ処
ず
い
が 

真ま

こ実
っ
か
嘘う
そ

か 

大う

き

ら

ふ

法
螺
吹
っ 

　
　
新
地
　
十
意

大ふ

て
大で
こ
ん根 

美み

ご
て
ち
度は
い
と々 

配く
ば

い
婆ば
ば 

　
　
木
藤
　
富
美

亭て
主
し
ゃ
仕し
ご
っ事 

妻か
か

は
鼻は
な
う
た歌 

露ろ
て
ん
ぶ
ろ

天
風
呂 

　
　
満
留
　
ぐ
み

旅た
っ
も
ど

行
帰
い 

我わ

が
家え

ん
灯あ
か

い 

ほ
っ
と
し
っ 

　
　
野
村
　
三
味

ざ
っ
ぺ
ら
っ 

診み
た
て断
た
割わ

い
な 

多う

け
薬
く
す
い 

　
　
伊
地
知
　
孝

Japanese poem of 31 syllables *Hai
ku po

em * Comic Haiku *2014.４

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

ふ
と
こ
ろ
に
庁
舎
抱
き
て
岳
の
山
や
が
て
桜
の
在
所
と
な
ら
む 

畑
山
み
つ
き

日
留
り
に
ほ
こ
ろ
び
初
め
し
芝
桜
春
の
足
音
か
す
か
に
聞
こ
ゆ 

福
元
　
　
忍

雨
上
が
り
午
後
の
日
和
に
弧
を
描
き
鷹
は
し
き
り
に
餌
を
探
す
ら
し 

徳
田
　
将
人

車
ご
ち
ゆ
る
り
と
す
ぐ
る
山
茶
花
の
散
り
敷
く
道
に
西
陽
の
差
し
ぬ 

矢
野
　
む
つ

転
ん
で
も
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル
貫
き
て
成
功
の
真
央
に
涙
止
ま
ら
ず 

野
口
　
　
嵐

倒
れ
た
ら
助
け
て
や
る
と
背
を
押
さ
れ
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル
真
央
ち
ゃ
ん
は
舞
う 

澤
津
川
頼
子

華
や
か
に
リ
ン
ク
舞
い
い
る
笑
顔
に
も
日
頃
の
試
練
涙
の
光
る 

萩
　
　
幸
子

日
本
髪
結
い
に
し
孫
は
愛
ら
し
く
七
草
の
日
に
振
り
袖
ゆ
ら
す 

木
下
マ
キ
子

朝
ぼ
ら
け
朱
色
に
濡
れ
た
遊
歩
道
栴
檀
の
実
は
黄
に
輝
や
け
り 

大
原
　
　
繁

住
み
慣
れ
し
家
を
あ
と
に
し
子
供
待
つ
街
へ
の
船
出
尾
を
引
く
汽
笛 

水
上
カ
ズ
エ

聳
え
立
つ
高
千
穂
の
峰
ホ
ー
ム
よ
り
北
に
望
め
り
建
国
の
日
も 

池
迫
　
　
茂

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
紙
飛
行
機
を
飛
ば
し
合
う
遠
き
昔
に
取
り
し
杵
柄 

石
峰
カ
ズ
子

日
曜
日
久
し
振
り
だ
と
訪
ね
来
し
娘
孫
に
会
え
し
午
後
の
ホ
ー
ム 

宮
脇
　
ナ
チ

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

返
り
花
誰
に
も
言
わ
ず
語
ら
ず
に 

坪
田
　
秀
邑

独
り
座
す
冬
の
畳
は
冷
た
く
て 

永
山
　
又
生

旅
の
果
て
雪
の
夕
焼
け
見
て
お
り
ぬ 

吉
田
　
十
二

里
訛
変
ら
ぬ
友
の
初
電
話 

山
本
せ
つ
子

面
と
れ
ば
孫
の
吐
く
息
寒
稽
古 

暉
峻
　
康
瑞

冬
至
粥
身
ぬ
ち
に
温
み
ひ
ろ
が
り
て 

肥
後
　
洋
子

山
の
夕
焼  

さ
あ
帰
ろ
う
よ
童
歌 

岩
根
　
長
初

楠
若
葉
今
年
限
り
の
通
勤
路 

東
平
　
要
一

山
茶
花
の
主
無
き
庭
を
敷
詰
め
る 

藤
後
む
つ
子

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

沐
浴
に
日
輪
の
ぼ
り
涅
槃
西
風 

本
村
　
湧
水

追
い
出
せ
ぬ
わ
れ
に
住
む
鬼
節
分
会 

川
畑
　
美
行

急
ぐ
な
と
亡
き
母
の
声
花
す
み
れ 

春
日
　
フ
ク

雫
せ
る
春
満
月
に
友
偲
ぶ 

川
畑
　
充
子

夫
恋
う
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
を
買
う 

熊
谷
　
玉
乃

紙
芝
居
読
ん
で
浴
び
た
る
花
吹
雪 

吉
村
　
公
香

植
木
鉢
い
ま
満
開
に
梅
し
だ
れ 

城
之
園
よ
し
え

盆
梅
の
写
真
を
父
に
見
せ
に
行
く 

中
野
美
智
子

に
わ
と
り
の
鳴
い
て
紅
梅
咲
き
続
く 

横
山
　
良
子

一
斉
に
鳴
る
時
計
屋
の
春
の
昼 

本
村
多
可
子

文芸コーナーでは市民の皆様のオリジナルの未発表の写真や絵画、イラスト等を紹介します。多くの皆様の投稿をお待ちしています。

【写真：】
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Ecology
Communication

エコ通信

本庁 市民環境課 環境政策室 ℡：474 - 1111（内線 131 ～ 136）
松山支所 市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224・225）問
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男
ひ と

女がともに認め合い、いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会の
実現を

目指して
Gender Equality

本庁 企画政策課 男女共同参画推進室　℡：474-1111（内線 250・255）問

　

市
及
び
市
衛
生
自
治
会
で
は
『
サ

ン
サ
ン
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
』
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
「
生

ご
み
か
ら
ひ
ま
わ
り
油
を
作
り
、
体

の
中
か
ら
健
康
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
も
市
民
の
皆
様
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
５
４
０
㎏
の
ひ
ま

わ
り
の
種
を
収
穫
、
１
３
０
㎏
の
ひ

ま
わ
り
油
が
搾
油
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
無
農
薬
・
有
機
肥
料
で
育

て
た
ひ
ま
わ
り
の
種
か
ら
搾
油
し
た

ひ
ま
わ
り
油
『
環
の
雫
』
は
、本
庁
・

各
支
所
の
衛
生
自
治
会
事
務
局
で
、

現
金
販
売
及
び
ひ
ま
わ
り
券
で
交
換

し
て
い
ま
す
。
大
サ
イ
ズ
（
２
７
０

ｇ
）
が
千
円
又
は
ひ
ま
わ
り
券
20
枚
、

小
サ
イ
ズ
（
１
０
８
ｇ
）
が
５
０
０

円
又
は
ひ
ま
わ
り
券
10
枚
で
す
。

　

ひ
ま
わ
り
油
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
豊

富
な
の
で
、
火
を
通
さ
ず
に
サ
ラ
ダ

な
ど
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
し
て
食
べ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
炒

め
も
の
な
ど
通
常
の
料
理
に
使
っ
て

も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

志
布
志
市
産
の
ひ
ま
わ
り
油
は
お

土
産
や
御
進
物
に
も
喜
ば
れ
ま
す
。

是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

市
内
中
が
ひ
ま
わ
り
の
花
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ひ
ま
わ
り
の
種
を
配
布
し
ま
す

　

ひ
ま
わ
り
を
栽
培
す
る
個
人
・
団

体
に
ひ
ま
わ
り
の
種
（
品
種
：
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
）
を
配
布

し
て
い
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
本
庁
・

各
支
所
の
衛
生
自
治
会
事
務
局
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
ひ
ま
わ
り
を
育
て
よ
う

　

種
の
ま
き
方
は
、
配
布
す
る
袋
に

書
い
て
あ
り
ま
す
。
堆
肥
は
多
め
に

や
っ
て
く
だ
さ
い
。
種
を
蒔
い
て
か

ら
２
ヶ
月
程
度
で
花
が
咲
き
、
花
が

咲
い
て
か
ら
１
ヶ
月
程
度
で
収
穫
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
種
は
、
晴

れ
た
日
に
収
穫
し
て
、
脱
粒
・
乾
燥

し
、
本
庁
・
各
支
所
の
衛
生
自
治
会

事
務
局
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
種
か
ら
油
を
搾
り
ま
す

　

収
穫
し
た
種
を
乾
燥
さ
せ
、
ひ
ま

わ
り
油
を
搾
油
し
ま
す
。
お
持
ち
い

た
だ
い
た
種
の
量
に
応
じ
て
、
ひ
ま

わ
り
油
と
交
換
し
ま
す
。

　

市
及
び
市
衛
生
自
治
会
で
は
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
と
し

て
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方
に

『
ゴ
ー
ヤ
の
苗
』
と
生
ご
み
堆
肥
『
お

か
え
り
循
ち
ゃ
ん
』
を
無
償
配
布
し

ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
本
庁
・
各
支
所
衛

生
自
治
会
事
務
局
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
市
役
所
庁
舎
で
も
緑
の

カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
み
、
５
月
８
日

（
ゴ
ー
ヤ
の
日
）
に
本
庁
舎
で
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
設
置
を
行
う
予
定
で
す
。

　

現
在
ま
で
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
の
ハ

チ
の
駆
除
は
市
で
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
ハ
チ
駆

除
が
で
き
る
個
人
・
団
体
等
に
業
務

を
依
頼
し
、
ハ
チ
駆
除
の
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
駆
除
実
施
者
へ
紹

介
す
る
体
制
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ハ
チ
駆
除
が
で
き
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
市
民
環
境

課
環
境
政
策
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
産
、
ひ
ま
わ
り

油
が
出
来
ま
し
た
！

ひ
ま
わ
り
の
種
を

　
　
　
　

無
償
配
布
し
ま
す

緑
の
カ
ー
テ
ン
『
ゴ
ー
ヤ
の

苗
』
を
配
布
し
ま
す

ハ
チ
駆
除
の
で
き
る
方
を

募
集
し
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
が
、

お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
性
別
に
関

係
な
く
自
分
の
意
思
で
様
々
な
活
動

の
計
画
段
階
か
ら
加
わ
る
こ
と
や
、

そ
の
利
益
を
等
し
く
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
責
任
を
共
に
持
つ
こ
と

を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

社
会
を
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と

い
い
ま
す
。

◆ 

家
庭
の
中
で

●
家
事
は
家
族
み
ん
な
の
仕
事

　

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
し

な
が
ら
、
家
族
で
協
力
し
合
う
と
皆

が
快
適
に
過
ご
せ
ま
す
。

●
介
護
は
み
ん
な
の
支
え
合
い

　
「
介
護
」
は
女
性
の
役
割
と
い
っ

た
考
え
は
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分

担
意
識
の
一
つ
で
す
。
男
女
が
共
に

協
力
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

● 

子
育
て
は
お
互
い
が
協
力
し
合
う

も
の

　

子
育
て
は
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

が
共
に
責
任
を
持
ち
、
協
力
し
て
取

り
組
む
も
の
。
子
ど
も
と
ふ
れ
合
う

ひ
と
と
き
は
家
族
み
ん
な
に
と
っ
て

か
け
が
い
の
な
い
時
間
で
す
。

◆
暮
ら
し
の
中
で

●
個
性
や
夢
を
大
切
に

　

個
性
を
伸
ば
し
自
分
ら
し
さ
を
発

揮
で
き
る
社
会
に
な
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

●
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
へ

　

暴
力
の
根
絶
に
向
け
て
、
す
べ
て

の
人
へ
の
暴
力
を
容
認
し
な
い
社
会

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
み
ん
な
輝
く

　

大
人
も
子
ど
も
も
、
お
年
寄
り
も

若
者
も
、
皆
が
い
き
い
き
と
輝
い
て

生
き
る
社
会
の
実
現
を
男
女
共
同
参

画
は
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
お

互
い
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
は
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
存
在
し
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
取
り

組
み
の
積
み
重
ね
が
、
男
女
が
共
に

支
え
合
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

や
能
力
を
発
揮
し
自
分
ら
し
く
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
、「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
　勇
気
を
出
し
て
、
自
分
の
出
来
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆女性支援相談室（13：00 ～ 17：00）
　４月 16 日（水）　有明改善センター

  ５月 ７日（水）　志布志支所５階会議室

◆専用フリーダイヤル
  0120 - 7

な や む

86 - 0
お ご じ ょ

54
　（月～金 8：30 ～ 17：00）

　ＤＶ、デートＤＶで悩んでいませんか？

　相談無料、秘密は守ります。

　自治会・ＰＴＡ・老人クラブ・事業所等を対象とした「男

女共同参画出前講座」を行っています。まだまだ堅苦しい

イメージや誤った認識をもっていらっしゃる方が多い「男

女共同参画社会」を、市民の皆さんに知っていただくため

の講座です。いまなぜ男女共同参画が必要なのか、いっしょに学んでみませんか？

ＤＶＤやクイズなど、わかりやすくお話します。お気軽にお申し込みください。

「まちづくり出前講座」～みなさんのところへうかがいます～

■問い合わせ・申込み先：男女共同参画推進室  ℡：474-1111（内線 250・255）

あ
な
た
の
身
近
に

男
女
共
同
参
画

あ
な
た
の
身
近
に
あ
る
男
女

共
同
参
画
を
確
認
し
よ
う
！

「ＤＶＤ・本の貸し出しについて」～様々な場面でご利用ください～

　志布志市では、男女共同参画社会の実現に向けて、啓発用ＤＶＤ・本を学習・研修用に無料で貸出しています。女性も男性も、性別に
関係なく、共に活躍できるまちづくりについて、みなさんで考えてみませんか。お気軽にお申し込みください。

ＤＶＤ一覧 タイトル名 時間
１ 　体験！発信！チャレンジ・ストーリー　～まちづくりにかける元気な女性たち～ 29 分
２ 　夢へのパスポート  ～まちづくりにかける元気な女性たち～ 29 分
３ 　配偶者からの暴力の根絶をめざして　～配偶者暴力防止法のしくみ～ 35 分
４ 　ワーク・ライフ・バランスを知っていますか？　～働くオトコたちの声～ 27 分
５ 　明日への道しるべ　～まちづくりにかける元気な女性たち～ 30 分
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　この話は、あらゆる被災から一定期間を経過した被災者・災害体験者の方々に「もし、災害の１日前にもどること

ができたら、あなたは何をしますか」をテーマに話をお聞かせいただいたものです。もし、「自分だったら」「我が家だっ

たら」「我が社だったら」というように、自分の身の上に置きかえて読み進めてください。一つひとつの小さな話から

教訓などを感じてもらい、減災の大切さを知るきっかけとなれば幸いです。

　

知
人
宅
で
地
域
活
動
の
打
合
せ
中
に
震
動
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
、「
こ
れ
っ
て
、
地
震
？
」
と
２
人
で
顔

を
見
合
わ
せ
て
、
ガ
ス
の
元
栓
を
切
り
、
窓
を
開
け
ま

し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
激
し
く
揺
れ
始
め

た
の
で
、
急
い
で
畑
に
向
か
っ
て
飛
び
出
し
ま
し
た
。

そ
の
直
後
か
ら
、
屋
根
が
わ
ら
は
落
ち
る
わ
、
家
具
は

飛
び
散
る
わ
、
ド
ア
は
外
れ
る
わ
で
家
は
も
う
メ
チ
ャ

メ
チ
ャ
。
私
の
車
も
屋
根
が
わ
ら
で
ボ
コ
ボ
コ
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
試
し
に
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
て
み
る

と
、
か
か
っ
た
！　

泣
き
出
し
た
知
人
を
軽
く
慰
め
た

私
は
、
そ
の
車
で
急
い
で
帰
り
、
地
域
を
見
回
り
ま
し

た
。
町
内
は
案
外
、
落
ち
着
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

民
生
委
員
の
私
に
は
気
に

な
る
人
が
い
ま
し
た
。
近
所

の
ち
ょ
っ
と
頑
固
者
の
女
性
。

家
族
は
い
ま
す
が
日
中
は
独

り
。
玄
関
に
カ
ギ
が
か
か
っ

て
い
る
の
は
わ
か
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
寝
室
の
窓
を
た

た
き
、
声
を
か
け
ま
し
た
。「
今
日
だ
け
は
私
を
娘
と

思
っ
て
言
う
こ
と
を
聞
い
て
ね
」
と
言
う
と
、
だ
ま
っ

て
う
な
ず
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

夜
に
な
っ
て
帰
宅
し
た
家
族
に
女
性
を
引
き
渡
し
た

の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
す
ご
く
苦
労
し
た
の
が

ト
イ
レ
介
助
で
し
た
。
そ
の
女
性
が
介
護
用
の
お
む
つ

を
使
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
た
の
に
、
私
が
持
ち
出

し
忘
れ
た
の
で
す
。「
災
害
時
に
脱
出
す
る
と
き
は
介

護
用
品
を
必
ず
持
ち
出
す
こ
と
」。
こ
れ
が
今
回
の
教

訓
で
す
。　
　
　
　
（
新
地
町　

60
代　

女
性　

主
婦
）

96
歳
女
性
を
救
出
す
る
も
、

お
む
つ
を
忘
れ
て
一
苦
労

防災啓発エピソード　VOL.10

もし、一日前に戻れたら…。私たち（被災者）からみなさんに伝えたいこと
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  図書館へ行こう！
～ 一 冊 の 本 と の 出 会 い が  あ な た の 人 生 を 変 え る ！ ～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 
　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

■「岳飛伝 8」        　　　    
北方  謙三　著

　中華の外の地域で変化が起きていた。
西遼では耶律大石が
死に、南方では秦容
が街を拡大。基盤作
りを始めた岳飛を南
宋の軍が狙う。そし
て梁山泊と南宋が遂
に 激 突 し …。『 小 説
すばる』連載を単行
本化。

新刊案内 ■「 まいない節 献残屋佐吉御用帖」
　　   　　　　　山本  一力　著

　大名や幕臣の屋敷を回って進物
を買い取り、転売する献残屋の手
代・佐吉は、一本筋が通った男。

得意先である
浦賀奉行所の
役人が抜け荷
の片棒を担い
でいることを
知り…。痛快
人情時代小説。

『 文 蔵 』 連 載
を加筆・修正。

図書館イベントカレンダー （ ４月・５月 ）　おはなし会へ出かけよう！

４月 場 所 イベント名

12 日（土）
本館  おはなし会（かみふうせん） 10時30分 ～

安楽分館  おはなし会 10時30分 ～

19 日（土）

本館  おはなし会（かみふうせん） 10時 ～

志布志分館  おはなし会（かみふうせん） 10時30分 ～

有明分館  おはなし会 10時 ～

26 日（土）

本館  おはなし会（緑陰読書会） 10時30分 ～

香月分館  おはなし会 10時30分 ～

松山分館  おはなし会（かみふうせん） 14時 ～

５月 場 所 イベント名

３日（土） 本館  おはなし会 (かみふうせん） 10時30分～

10 日（土） 本館  おはなし会 (かみふうせん） 10時30分～

17 日（土） 本館  おはなし会 (かみふうせん） 10時30分～

◆ ４月・５月の休館日
　　【４月】14 日、16日、21日、28日
　　【５月】７日、12日、19日、21日、26日

児 童
■「はなかっぱとひのかっぱ」

　あきやま ただし　作・絵

■「絵本『旅猫リポート』」
有川 浩 /文・村上 勉 /絵

■「ふなっしーのおはなっしー ふなっしーの絵本」
ふなっしー /作・なかお けいこ /絵

一 般
■「決意とリボン」

林 真理子　著

■「ごちそうさん 下」
森下 佳子 /作・豊田 美加 /ノベライズ

■「祈りの証明 3.11 の奇跡」
森村 誠一　著

女性消防団員
　募集中！

Ｑ．入団資格は？

Ａ． 志布志市内に居住する 18 歳以上で、健

康な方ならどなたでも大歓迎です。

Ｑ．活動内容は？

Ａ． 地域の安全・安心を守るため、火災予防

の啓発活動を中心に行います。

Ｑ．何人募集するのですか？

Ａ．15名、募集します。

Ｑ．火災時の出動は？

Ａ． 消火活動（火災出動）

は行いません。

Ｑ．消防団員の身分は？

Ａ． 非常勤特別職の地方公

務員です。

画像提供：総務省消防庁

志布志市消防団では、女性消防団員を募集しています。

消防団活動に参加し、応急救護や防災に関する知識・技術を身に付けることで、いざという時に、あなたのご家

族や大切な方、地域の皆さんを守れるかもしれません。

消防団活動に参加していただける方の入団をお待ちしています。

◆応募方法： 所定の入団申込書（市のホームページ、市役所総務課、各支所地域振興課）に必要事項を記入の上、

市役所総務課又は各支所地域振興課へ提出してください。

※その他待遇など、詳しいことにつきましては下記までお問い合わせください。

■問い合わせ先：総務課　消防防災係　℡：474-1111（内線 216）

◆志ふれあい交流館４月24日にオープン！

　迫田アヤさんの志基金を活用して整備された「志
ふれあい交流館」が、『志布志の日（4月 24 日）』
にオープンします。子どもから高齢者、障がい者ま
で、みんなが楽しく集える交流館です。皆様のご来
館をお待ちしています。

◆図書選書委員を募集します！

　多角的な観点から図書資料（本）の選書を行うた
め、平成 26年度図書選書委員を市民の皆様から募
集します。あなたのおすすめの本をご紹介ください。

◆宅配サービスの希望者を募集します！

　本を借りたくても図書館まで来ることが出来ない
方のために、ご自宅まで本をお届けします。希望さ
れる方は、お気軽にお問い合わせ・お申し込みくだ
さい。

◆雑誌スポンサーを募集します！

　図書館の雑誌コーナーにある雑誌のスポンサー
（企業・団体等）を募集します。「雑誌スポンサー制
度」とは、スポンサーに雑誌の購入費用を負担して
いただき、ご提供いただいた雑誌の最新号のカバー
と雑誌棚に広告を掲載するものです。
　詳しくは、志布志市立図書館のホームページをご
覧頂くか、図書館までお問合せください。

◆緑陰読書会においでよ！

●日時：

４月 26日（土）午前10時 30分開演

● プログラム：手あそび、エプロンシアター大型
絵本、大型紙芝居、パネルシアター、バルーン
アートで遊ぼう！　など
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志
布
志
市
内
の
約
８
０
０
人
で
組

織
さ
れ
る
『
志
布
志
市
交
通
安
全
母

の
会
』。
そ
の
会
長
を
平
成
25
年
度

か
ら
務
め
て
い
る
井
手
元
和
子
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
12
年
前
に
校
区
の
婦
人
会
で
役

員
を
し
た
と
き
、
私
の
交
通
安
全
母

の
会
で
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
立
哨
、
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー

ド
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
自
動
車
学
校

で
の
交
通
安
全
教
室
な
ど
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
や
り

が
い
や
達
成
感
、
ま
た
責
任
感
を
感

じ
て
続
け
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
ま

た
地
域
や
会
の
仲
間
か
ら
の
支
え
が

あ
る
か
ら
こ
そ
頑
張
れ
る
の
で
し
ょ

う
ね
」
と
話
さ
れ
る
井
手
元
さ
ん
。

ご
自
分
が
率
先
し
て
動
く
こ
と
で
会

や
会
員
の
活
動
を
活
発
に
し
よ
う
と

様
々
な
場
面
で
頑
張
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
以
前
停

車
時
に
追
突
さ
れ
た
経
験
か
ら
『
車

間
距
離
』
と
『
時
間
の
余
裕
』
の
大

切
さ
を
話
さ
れ
る
井
手
元
さ
ん
。
母

の
会
と
し
て
、
家
族
を
見
守
る
目
線

か
ら
「
家
族
全
員
、
笑
顔
で
玄
関
を

出
る
こ
と
。
こ
れ
が
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
は
１
番
大
事
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　

交 通 事 故 状 況　平成 26 年２月末現在

区　分 発生件数 死  者 傷　者

県　下 1346【-66】 19【-1】 1559【-101】

志布志市 19【+1】 0【-2】 20【+1】

志布志地区 10 0 11

有明地区 8 0 8

松山地区 1 0 1

※【　】は昨年比　安全なまちづくりを目指して！

交 通 事 故 防 止 は 皆 さ ん が 主 役 で す

子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
た
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
亡
く

な
っ
た
方
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」
又
は
「
子
」

に
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
国
民
年
金

に
加
入
さ
れ
て
い
た
妻
が
亡
く
な
っ
た

場
合
に
、「
子
の
あ
る
夫
」
に
も
遺
族

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

未
支
給
年
金
の
請
求
権
者
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

死
亡
月
分
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
受
取

人
が
い
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
受
給
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
一
定

の
範
囲
の
親
族
に
限
り
、「
未
支
給
年

金
」
と
し
て
受
給
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
親
族
の
範
囲
が
、
生
計
を
同

じ
く
す
る
３
親
等
以
内
の
親
族
（
甥
・

姪
・
子
の
配
偶
者
等
）
ま
で
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

　

未
支
給
年
金
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
方
の
順
位
は
、
生
計
同
一
関
係
の
あ

る
「
配
偶
者
」、「
子
」、「
父
母
」、「
孫
」、

「
祖
父
母
」、「
兄
弟
姉
妹
」、「
そ
れ
以

外
の
３
親
等
以
内
の
親
族
」
の
順
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
請
求
者
の
範
囲
拡
大
は
、
平
成

26
年
４
月
１
日
以
降
の
受
給
権
者
の
死

亡
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
26

年
３
月
31
日
以
前
死
亡
の
場
合
の
請
求

は
、
従
前
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

所
在
不
明
の
年
金
受
給
者
に
係
る

届
出
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　

年
金
受
給
権
者
が
所
在
不
明
と
な
っ

た
場
合
、
今
ま
で
は
親
族
等
に
そ
の
旨

の
届
出
を
行
う
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
は

そ
の
受
給
権
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯

員
に
対
し
て
、
受
給
権
者
の
所
在
が
１

か
月
以
上
確
認
で
き
な
い
と
き
は
、
所

在
不
明
で
あ
る
旨
の
届
出
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

　

届
出
後
、
年
金
事
務
所
に
お
い
て
生

存
の
事
実
確
認
を
行
い
、
確
認
で
き
な

い
場
合
は
、
年
金
支
給
が
一
時
停
止
さ

れ
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
民
環
境
課　

年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所 

本
庁   

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
）

松
山
支
所      

４
８
７
ー
２
１
１
１

  

（
内
線
２
２
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

ケ
ー
ス
１　

　

今
後
は
今
の
固
定
電
話
は
使
え
な

く
な
る
と
言
わ
れ
て
光
回
線
を
契
約

し
て
し
ま
っ
た
。

ケ
ー
ス
２

　

パ
ソ
コ
ン
を
買
い
に
家
電
量
販
店

に
行
っ
た
。
光
回
線
を
契
約
す
れ
ば

パ
ソ
コ
ン
を
安
く
買
え
る
と
勧
誘
さ

れ
契
約
し
た
が
、
後
日
、
覚
え
の
な

い
オ
プ
シ
ョ
ン
も
契
約
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

ケ
ー
ス
３

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う

広
告
を
見
て
光
回
線
等
を
申
し
込

ん
だ
が
、
広
告
ど
お
り
の
金
額
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
な
い
。

事
例
か
ら
見
る
問
題
点

●
電
話
勧
誘
販
売
・
訪
問
販
売

　

迷
惑
な
勧
誘
が
繰
り
返
さ
れ
た
り
、

契
約
先
や
契
約
内
容
を
記
し
た
書
面

が
交
付
さ
れ
ず
、
消
費
者
の
理
解
が

不
十
分
な
ま
ま
、
口
頭
で
の
契
約
に

な
っ
て
い
る
。

●
店
舗
購
入

　

店
舗
購
入
で
も
不
意
打
ち
性
の
高

い
勧
誘
や
説
明
不
足
、
広
告
表
示
に

よ
る
誤
解
が
生
じ
て
い
る
。

●
そ
の
他

　

特
典
を
強
調
し
た
勧
誘
に
よ
り
、

消
費
者
は
同
時
に
複
数
の
契
約
を
し

て
い
る
。

ア
ド
バ
イ
ス

● 

勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
事
業
者
に

返
事
を
せ
ず
、
契
約
内
容
等
を
き

ち
ん
と
確
認
す
る
。
ま
た
、
必
要

が
な
け
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り
断
る
。

● 

価
格
だ
け
で
な
く
自
分
の
利
用
環

境
や
目
的
に
照
ら
し
て
必
要
性
を

十
分
に
検
討
す
る
こ
と
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
表
情
報
よ
り

知 っ て る？　 消 費 生 活 Vol.36
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消 

費 

者 

ホ 

ッ 

ト 

ラ 

イ 

ン　

℡
：
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：
●
本
庁 

港
湾
商
工
課 

商
工
振
興
係  

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
８
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●
松
山
支
所 

地
域
振
興
課 

地
域
振
興
係 

℡
：
４
８
７
‐
２
１
１
１
（
３
２
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　

●
志
布
志
支
所 

地
域
振
興
課 

地
域
振
興
係 

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
３
５
４
）

■ 

市
民
提
案
型
共
生
・
協
働
・
自
立
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
（
旧
市
民
提
案
型

共
生
・
協
働
・
自
立
モ
デ
ル
事
業
）

　

本
来
行
政
が
行
う
べ
き
事
業
を
、
市

民
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

効
果
的
で
効
率
的
な
事
業
展
開
が
見
込

ま
れ
る
、
特
に
公
共
性
の
高
い
事
業
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

●
１
回
目
：
４
月
～
５
月

●
２
回
目
：
９
月
～
10
月

◆ 

交
付
額
：
事
業
の
対
象
経
費
の
全
額

（
限
度
額
50
万
円
、
千
円
未
満
切
り

捨
て
）

◆
条
件
：
10
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

◆ 

決
定
：
審
査
会
を
開
催
し
、
採
択
の

可
否
を
決
定
し
ま
す
。

■ 

共
生
・
協
働
・
自
立
の
市
民
活
動
支

援
事
業
（
旧
共
生
・
協
働
・
自
立
の

社
会
づ
く
り
担
い
手
育
成
事
業
）

　

自
ら
が
企
画
・
立
案
・
実
施
す
る
市

民
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
、
そ
の
内

容
が
グ
ル
ー
プ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
適
当
で
あ
る
と
市
長
が
認
め
た
事

業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※�

た
だ
し
、
１
団
体
に
つ
き
年
度
中
に

１
事
業
と
し
、
同
一
事
業
は
通
算
３

回
ま
で
申
請
が
可
能
と
す
る
。

◆
募
集
期
間
：
随
時

◆
交
付
額
：
事
業
の
対
象
経
費
に
補
助

金
を
受
け
た
回
数
に
応
じ
た
補
助
率
及

び
補
助
金
額
（
農
林
産
加
工
・
販
売
場

に
つ
い
て
は
、
限
度
額
50
万
円
で
１
回

限
り
助
成
）

● 

１
回
目
：
事
業
の
対
象
経
費
の
３
分

の
２
（
上
限
10
万
円
）

● 

２
回
目
：
事
業
の
対
象
経
費
の
２
分

の
１
（
上
限
７
万
５
千
円
）

● 

３
回
目
：
事
業
の
対
象
経
費
の
３
分

の
１
（
上
限
５
万
円
）

※�

過
去
に
共
生
・
協
働
・
自
立
の
社
会

づ
く
り
担
い
手
育
成
事
業
補
助
を
受

け
た
事
業
（
団
体
）
に
つ
い
て
は
、

本
事
業
の
回
数
に
通
算
し
ま
す
。

◆
条
件
：
５
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

※ 

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

地
域
政
策
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
５
２
・
２
５
７
）

み
ん
な
で
つ
く
る
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課
地
域
政
策
係　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
２
５
２
・
２
５
７
）

和
子
さ
ん
（
志
布
志
町
）

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
様
々
な
場
面
で
活
躍
。
母
の
目
線
で
見

守
り
な
が
ら
、
次
世
代
へ
繋
ぐ
『
交
通
安

全
母
の
会
』
の
組
織
づ
く
り
を
担
い
ま
す
。

 

よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
契
約
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
等
の
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
～　

 
 

は
じ
め
よ
う
！ 

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
次
の
事
業
を
募
集
し
ま
す



Ｑ．   現在のお仕事についたきっかけは何ですか？
Ａ�． 母の勧めで介護の道を志しました。現在は小松の里で介護福
祉士として働いています。この４月で丸１年が経ちました。

Ｑ．   お仕事はいかがですか？
Ａ． �実際の現場は、学校の実習の時とは違い、様々な事が起こり
ます。最初は戸惑うこともありしたが、同じ学校の専門課程を
卒業した先輩も同じ職場に多く働いているので、先輩方に支え
ていただき、楽しく仕事をさせてもらっています！

Ｑ． 休日の過ごし方を聞いてもいいですか？
Ａ． 友達とドライブに出掛けます。あとは映画鑑賞です。
Ｑ． 志布志市がどのようなまちになって欲しいと思いますか？
Ａ． �若い人が志布志に残るように、仕事も遊びもたくさんの選択
肢があるようなまちになって欲しいです。

【志布志町】美咲 さん　(19 歳）

キラリ 青春！

郵便はがき

お手数ですが

切手をお貼り

ください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

2014.4 ■市報しぶし　30

（No.100/2014-4）

　 今 月 の 読 者 プ レ ゼ ン ト
は、お便りをくださった方
の中から抽選で、ひまわり
券 5 枚と、そお鹿児島農業
協 同 組 合 から「曽於のとこ
豚ぎょうざ」を５人の方にプ
レゼントします！ぜひ、ご応
募ください！

　

今
月
は
有
明
町
に
お
住
ま

い
の
キ
ミ
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

有
明
町
の
ご
出
身
で
、
元

気
い
っ
ぱ
い
お
話
を
し
て
く

だ
さ
る
キ
ミ
さ
ん
。
以
前
は

養
蚕
業
を
営
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
そ
う
で
「
だ
い
ぶ

前
に
見
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
け
ど
、
昔
は
こ
の
地
域
に

も
養
蚕
を
し
て
い
る
家
は
多

か
っ
た
。
仕
事
は
大
変
だ
っ

た
け
ど
懐
か
し
い
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
の
楽
し
み
と
元
気
の
秘

訣
は
「
サ
ロ
ン
で
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
み
ん
な
で
お

し
ゃ
べ
り
し
て
、
歌
を
歌
い
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
月
に
１
回
の

サ
ロ
ン
な
ど
で
軽
い
体
操
を

し
た
り
、
１
月
か
ら
３
月
ま

で
通
っ
た
元
気
は
つ
ら
つ
教

室
で
介
護
予
防
の
体
操
を
し

た
り
と
、
積
極
的
に
身
体
を

動
か
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、
趣
味
の
折
り
紙
で
、

飾
り
物
を
作
っ
た
り
す
る
こ

と
も
大
好
き
だ
そ
う
で
、「
集

中
し
て
作
る
と
時
間
が
過
ぎ

る
の
も
早
い
」
と
作
品
を
見

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「『
自
分
の
出
来
る
こ
と

は
自
分
で
す
る
』
こ
と
と
、

『
元
気
で
長
生
き
す
る
こ
と
』

が
、
自
分
に
と
っ
て
も
家
族

に
と
っ
て
も
１
番
い
い
こ
と
。

今
で
も
音
楽
が
鳴
れ
ば
自
然

と
体
が
動
く
し
、
知
っ
て
い

る
歌
な
ら
口
ず
さ
む
。
こ
れ

か
ら
も
楽
し
い
こ
と
を
続
け

て
、
元
気
で
生
活
し
た
い
で

す
」
と
、
最
初
か
ら
最
後
ま

で
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

 キミ さん (88 歳）
（有明町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

移動購買・金融店舗車
わんぱく そお太くん号 稼働中

★購買業務★
　Ａコープ商品（生鮮食品・野菜・果物・惣菜・冷凍
　食品・日用品など）
★信用業務★
　①普通貯金の入出金（出金の場合30万円まで）
　※30万円以上の出金は前日までにご予約ください。
　②当座性の通帳・繰越
　③税金・公共料金の受入

   　金　曜　日
 松山・志布志コース

・旧松山駅跡公園
　10:00～10:40頃 
・ＪＡ旧森山事業所
　11:10～11:50頃

【お問い合わせ先】そお鹿児島農業協同組合 （本所 金融課） ℡099-482-6812

九州初
！

読者プレゼント

◆�ご家族からのメッセージ！

　３人兄弟の末っ子で、いつもお兄

ちゃんたちと元気いっぱい走り回っ

ている優人くん。

　将来の夢は消防士さん。みんなを

助けてあげられる、優しい人になっ

てくださいね！

◆�ご家族からのメッセージ！

　お兄ちゃん大好きなはるくん。

　はるくんもパパとママの大切な宝

物です。

　これからもお兄ちゃんと一緒にた

くさん遊んで、たくさん笑って、す

くすくと育ってね！

愛
あ い む

結 ちゃん（１歳）

（有明町）

◆�ご家族からのメッセージ！

　満面の笑顔で、みんなに幸せをく

れる愛結。お手伝いもしてくれて、

ママは大助かりです。愛結はパパと

ママの宝物だよ。これからも優心兄

ちゃんと、２月に生まれた弟の瑛琉

君と仲良く元気に育ってね！

遙
は る き

希 ちゃん（１歳）

（志布志町）

優
ゆ う と

人 ちゃん（５歳 )

（松山町）



★アンケート★【４月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

志
を
高
く
持
っ
て
…

　

私
は
４
月
か
ら
、
神
奈
川
県
に
あ
る

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
教
育
隊
に
入
隊
し

ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
志
布
志
を
離
れ

る
の
は
と
て
も
寂
し
い
で
す
が
、
こ
の

故
郷
志
布
志
の
皆
さ
ん
を
守
れ
る
よ
う

な
強
く
て
立
派
な
自
衛
官
に
な
り
た
い

で
す
。
ま
た
、
志
布
志
市
は
『
志
』
の

あ
る
ま
ち
で
す
。
私
は
『
志
』
が
６
つ

も
あ
る
志
布
志
市
志
布
志
町
志
布
志
に

住
ん
で
い
る
の
で
、た
く
さ
ん
の
『
志
』

を
持
っ
て
人
に
接
し
、
心
の
大
き
な
人

に
な
り
た
い
で
す
！

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
し　

18
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
新
し
い
世
界
に
飛
び
込

ま
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
便
り
の
と
お
り
、『
志
』
を

持
ち
、
未
来
に
向
か
っ
て
進
む
姿
は
、

と
て
も
頼
も
し
く
、
輝
い
て
見
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
歩
む
道
に
は
嬉
し
い
こ
と

や
楽
し
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
や
悲
し

い
こ
と
が
数
多
く
待
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
故
郷
を
想
い
、
元
気
に
精
一
杯

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

素
敵
な
作
品
や
舞
台
に
感
動
！

　

2
月
23
日
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。
素
敵
な
作

品
展
示
を
見
て
、
私
も
挑
戦
し
て
み
た

い
！
と
思
っ
た
り
、
舞
台
発
表
を
観
覧

し
て
、
来
年
は
私
も
あ
の
ス
テ
ー
ジ
に

…
と
思
っ
た
り
、
本
当
に
楽
し
い
１
日

で
し
た
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
の
に
、
今
ま

で
１
度
も
行
っ
た
事
が
な
く
、
も
っ
た

い
な
い
事
を
し
た
気
分
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
毎
年
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
蓬
も
ち　

36
歳 

女
）

　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

志
布
志
市
の
生
涯
学
習
講
座
、
ホ
ン

ト
に
種
類
も
豊
富
で
、
充
実
し
て
ま
す

よ
ね
！
私
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
取

材
で
行
き
ま
し
た
が
、
展
示
作
品
の
ク

オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
舞
台
で
発
表
す
る
皆
さ
ん
も
笑

顔
で
イ
キ
イ
キ
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も

素
敵
で
し
た
ね
。
様
々
な
年
代
の
人
が

と
も
に
学
べ
る
生
涯
学
習
。
今
年
度
は

ぜ
ひ
参
加
さ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　
※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か
わ
ら

ず
頂
い
た
お
便
り
か
ら
抽
選
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り、お待ちしています
　市報しぶしを読んだ感想や今後取
り上げて欲しい特集、志布志市に対
するご意見等何でもお好きなことを
書いてください（一部修正して掲載
する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その
月のプレゼントの応募対象になりま
す。それ以降の分は次月の応募対象
となりますので、ご了承ください。

　いただいた「お便り」は「市民の
こえ」コーナーに掲載いたします（お
便りが多数の場合には担当にて選考
のうえ掲載します）。個別の回答は
いたしませんので、ご了承ください。
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高い医療費 みんなで助け合い 国保の心
◆平成26年１月分の医療費の状況です。

医療費総額 ２８０，５８９，９９８ 円
１月末 国保加入者数 １０，３８８ 人

１人当たり医療費
（医療費総額／国保加入者数） ２７，０１１ 円

医療費１人当たりの負担内訳
市（国保）負担額 ２３，０２２ 円

個人負担額 ３，９８９ 円

この金額は、国民健康保険に加入している皆さんが医療機関
等で診療したものに対し、市（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約 85.2％を市（国保）が負担しています。

市の人口 平成 26 年２月 28 日現在

人口：33,453 人
男性：15,832 人
女性：17,621 人

転入：85 人　　転出：96 人
出生：18 人　　死亡：43 人

世帯数：15,806 戸

（▲ 36 人）
（▲ 20 人）
（▲ 16 人）

（▲ 24 世帯）

志布志港 平成 26 年２月分
※資料：鹿児島税関支署

①入港隻数：49 隻（日本０、外国 49）
②輸出：14 億 21 百万円
③輸入：111 億 62 百万円

教育長に就任いたしました  和田 幸一郎 です。
よろしくお願いいたします。

　教育は人づくり、教育は町づくり。志布志のもつ素晴らしい伝統や人情味あふれる教育的

風土を生かし、「志布志で学べてよかった」「志布志に住んでよかった」と思えるような、志

あふれる教育の町づくりに精一杯努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

経歴： 鹿児島大学教育学部卒業後、昭和 48 年に佐多町立大中尾小学校に勤務。県内の小学校

で校長、教頭を務めた後、平成 18 年、県義務教育課指導監に。平成 20 年に鹿児島市立

田上小学校校長として着任。平成 23年３月、定年退職。鹿児島市出身。63歳。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

版
で
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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港湾商工課からのおしらせです

　

総務課からのおしらせです

　

農政課からのおしらせです

　

◆市役所の組織が変わります

●行政改革推進室を廃止し、行政改革推進係とします。

総務課

人事厚生係

← 総務課

人事厚生係

文書法制係 文書法制係

秘書広報係 秘書広報係

消防防災係 消防防災係

行政改革推進係 行政改革推進室 行政改革推進係

本庁（新） 本庁（旧）

●社会福祉係を社会福祉係と障害福祉係に分けます。

福祉課

児童福祉係

← 福祉課

児童福祉係

社会福祉係
社会福祉係

障害福祉係

保護係 保護係

本庁（新） 本庁（旧）

本庁と支所の機能分担や職員の業務分担等を見直し、市民の皆様が利用しや
すい体制を図ります。（※下表は関係がある課を抜粋しています）

公の施設の指定管理者の指定について、平成 26 年４月から次の指定管理者が管理運営を行うことになります。指定管理者制
度は、施設を市が保有したまま、その管理運営を指定管理者に行わせるものです。今後とも市民の皆様のご利用をお願いします。

◆公の施設の指定管理者が決まりました

施設名 所管課 指定管理者 指定期間
志布志シルバーワークプラザ

福祉課 公益社団法人志布志市
シルバー人材センター 平成 26 年４月１日  から

平成 31 年３月 31 日  まで

有明シルバーワークプラザ
有明地区の各青少年館

（伊﨑田・通山・原田・山重・
蓬原・有明・野神）

生涯学習課
有明地区の各校区公民館

（伊﨑田・通山・原田・山重・
蓬原・有明・野神）

■問い合わせ先：総務課 行政改革推進係　℡：474-1111（232）

　

さ
つ
ま
い
も
の
植
付
け
時
期
に

入
っ
て
い
ま
す
。
ご
存
知
の
と
お

り
、
作
物
の
苗
を
定
植
す
る
前
や
、

作
物
の
肥
大
前
の
時
期
は
、
水
が

と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
畑
か
ん
水
を
う
ま
く
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

苗
定
植
前
に
畑
か
ん
水
利
用 

→ 

雨
待
ち
な
し
で
、
畑
を
十

分
に
湿
ら
せ
る
（
基
礎
水
）

◆�

定
植
時
期
に
畑
か
ん
水
利
用 

→ 

苗
の
活
着
が
良
く
な
り
、

　

欠
株
が
減
ら
せ
る
（
活
着
水
）

◆ 

長
期
間
雨
が
降
ら
ず
畑
か
ん
水

利
用 

→ 

適
期
の
水
管
理
が
で

き
、
生
育
や
い
も
の
肥
大
を
促

進
（
散
水
）

　

現
在
は
適
度
に
雨
が
降
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
畑
か
ん
水
を
利
用

す
る
必
要
が
な
い
と
思
っ
て
い
る

と
、
昨
年
度
の
よ
う
な
干
ば
つ
が

起
こ
り
、
心
配
す
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
畑
か
ん
水
が

い
つ
で
も
使
え
る
状
態
で
あ
れ
ば
、

営
農
計
画
が
立
て
や
す
く
な
り
、

経
営
改
善
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

　

畑
か
ん
水
利
用
、
散
水
器
具
導

入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
是

非
こ
の
機
会
に
農
政
課
畑
か
ん
推

進
係
、
ま
た
は
曽
於
東
部
土
地
改

良
区
、
曽
於

南
部
土
地
改

良
区
へ
お
申

し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
曽

於
東
部
地
区

の
畑
地
か
ん

が
い
事
業
が
終
了
し
て
い
る
た
め
、

散
水
器
具
導
入
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
曽
於
東
部
土
地
改

良
区
で
は
散
水
器
具
の
貸
出
（
有

料
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
畑
か
ん
水
利
用
料
金

（
年
間
10
ａ
あ
た
り
）

●
普
通
畑�

…�

３
千
６
０
０
円

●
ハ
ウ
ス�

…�

６
千
円

●
茶（
防
霜
）
…�

１
万
２
千
円

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
農
政
課 

畑
か
ん
推
進
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１（
４
３
１
）

●
曽
於
南
部
土
地
改
良
区

　

℡
：
４
７
１
‐
０
１
７
１

●
曽
於
東
部
土
地
改
良
区

　

℡
：
４
８
７
‐
２
９
８
６

作
物
の
定
植
・
肥
大
時
期
の
畑
か
ん
水
の
利
用
効
果

◆鹿児島からもっと海外へ！

　鹿児島空港には、ソウル線が週 7 便（毎日）、上海線が週 2 便（水，土）、台北線が週 4 便（火、木、金、日）定

期運航しているほか、乗り継ぎ便を利用して、アジア各国やヨーロッパなど世界各地に渡航することができます。

　鹿児島空港国際化促進協議会では、鹿児島空港の国際定期路線（ソウル線、上海線、台北線）を多くの方に利用

していただくため、国際定期路線などを利用する 6 人以上の団体・グループや、

展示会や商談会などに参加するビジネス客に対して助成を行っています。さらに

需要が低迷している上海線については、利用促進を図るため、６月１日渡航分か

ら制度を拡充しました。ぜひご利用ください！

①団体ツアー助成事業（団体旅行客対象）

●要件：①国内に居住する構成員による６人以上の団体・グループ
　　　　②渡航先で研修・視察、または現地団体・グループとの交流を行うこと

●助成金

団体・規模
助成金額

ソウル線・台北線 上海線

一般団体

６～９人 １万 5,000 円 3 万円
10 ～ 19 人 ３万円 ６万円
20 ～ 29 人 ６万円 12 万円
30 人以上 ９万円 18 万円

修学旅行 5,000 円×人数
（助成限度額 100 万円）

5,000 円×人数
（助成限度額なし）

※片道利用の場合は半額助成

②海外ビジネスツアー助成事業（ビジネス客対象）

●要件：①新たな海外ビジネス展開を目的とする渡航であること
　　　　②次のいずれかの目的で渡航すること
　　　　・渡航先で開催される展示会などへの参加
　　　　・海外ビジネスを支援する機関などを通じて選定した個別企業などとの商談

●助成金

ソウル線・台北線 上海線

1 人あたり　1 万円

（同一の事業者において、同時に 3 人以上の方が
渡航する場合は 3 万円を限度とする）

１人あたり　２万円

（助成限度なし）

※片道利用の場合は半額助成

※助成の詳細や申し込み手続きについては、県のホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　   ■問い合わせ先：県庁  交通政策課  ℡：099-286-2457
　ホームページ：http://www.pref.kagoshima.jp/infra/kotu/kokusaisen/
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建設課からのおしらせです

　

水道・下水道についてのおしらせです

■問い合わせ先：
　水道課 業務係　TEL：472-1111（内線 264）

保健課からのおしらせです

　

道路の異常を発見したら、ご連絡ください 皆様からの情報が、事故を防ぐひとつの手段となっています。
情報の提供にご協力ください。

道路の異常事例
● 道路に穴凹がある（舗装が剥がれている）
● 側溝の蓋が割れている又は無くなっている
● 道路に木が倒れている又は倒れかかっている
● 車両からの落下物がある
● がけ崩れ等の土砂災害が発生している　　　　など

国道などの幹線道路の異常を発見したら…
道路緊急ダイヤル 24 時間受付！ 緊 急 通 報 ＃９９１０

■問い合わせ・連絡先：《有明地区管内》  建設課  ℡：474-1111（内線 464）《志布志地区管内》志布志支所  産業建設課  ℡： 472-1111（内線 404）
　　　　　　　　　　　　《松山地区管内》松山支所 産業建設課  ℡：487-2111（内線 253）

◆子どもの予防接種について
　平成 26 年４月から、すべての定期予防接種が医療機関での個別接種になります。対象年齢になったら忘れずに

予防接種を受けてください。なお、予防接種の際は、医療機関に予約をして母子手帳と予診票を持って接種を受け

てください（母子手帳と予診票がないと接種できませんのでご注意ください）。

接種可能な医療機関 電話番号 備考 予防接種について

 山下クリニック 487-9001  要予約　木曜日 午後休診 土曜日 16:00 まで

 藤後クリニック 472-1237
 月～土　8：30 ～ 12：00
 火～金 14：00 ～ 17：00（ヒブ・肺炎球菌・子宮頸がんのみ）

 井手小児科 473-3211  要予約　月～土・9：00 ～ 11：00　月～金・14：00 ～ 17：00

 山口内科 473-1188  要電話予約

 陽春堂内科診療所 472-5511  ３日前までに予約が必要

 松下医院 472-1124  要予約　月～木・9：00 ～ 17：00

 手塚クリニック 472-5565  要予約

 はまさき耳鼻咽喉科 473-3387  月～土・8：30 ～ 11：30　月、火、水、金・14：00 ～ 17：30
 1 週間前までに要予約

 出口医院 472-1538  要予約　月～土・9：00 ～ 12：00

 さくらやまクリニック 472-1100  要予約　診療時間内

 びろうの樹脳神経外科 477-1212  月～金・9：00 ～ 12：00　月、火、水、金・15：00 ～ 18：00　

 びろうの樹整形外科 471-6611  月～金・9：00 ～ 12：00

 石神診療所 474-0107  月～土・午前中　月～金・16：00 ～ 18：00　第 1、3 土曜日、第 2 木曜日休診

 有明病院 477-1111  要電話予約

 みやじクリニック 471-5000  要予約　月、火、木、金、土の午前中

 ひろた小児科 471-6111  要予約

接
種
可
能
な
予
防
接
種
の
種
類
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

接
種
可
能
な
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
市
役
所 

保
健
課 

保
健
対
策
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先：保健課 保健対策係　℡：474-1111（167）

◆国保から制度改正のお知らせです

　平成 26 年度から、70 歳以上 75 歳未満（現役並み所得者以外）の人の自己負担割合が

次のように変更になりました。

70 歳以上 75 歳未満の人の自己負担割合
（後期高齢者医療制度の対象となる一定の障がいがあると認定された人は除く）

一般・低所得者Ⅰ・Ⅱ　1 割平成 25 年度
まで

平成 26 年度
から

昭和19年 4月 1日以前
生まれの人

1 割
昭和19年4月２日以降生まれの人

２割
70 歳の誕生日の翌
月（1 日生まれの
人はその月から）

現役並み

所得者

３割

■問い合わせ先：保健課 国民健康保険係　℡：474-1111（124・125）

◆平成 26 年４月１日の消費税改定後の、水道料金及び給水負担金（表は税込みの額です）

種別 用途 メーター
口径 基本料金

従量料金

水量 額

13mm 648 円 1~20㎥まで
1㎥につき 75.6 円

20mm 1,080 円

25mm 1,620 円

30mm 2,160 円 21~50㎥まで
1㎥につき 86.4 円

40mm 3,456 円

50mm 6,480 円

75mm 12,960 円 50㎥以上
1㎥につき 108 円

100mm 21,600 円

臨時用 一般用に準ずる 1㎥につき 432 円

消火栓 使用時間 5 分までごとに 2,160 円

専
用
給
水
装
置

一
般
用

【水道料金】
メーター口径 給水負担金の額

13mm 21,600 円

20mm 54,000 円

25mm 108,000 円

40mm 324,000 円

50mm 648,000 円

75mm 1,296,000 円

100mm 2,160,000 円

【給水負担金】

◆平成 26 年４月１日の消費税改定後の、農業集落排水処理施設（下水道）使用料（表は税込みの額です）

区　分 改定後 使用料

世帯割 1,830 円

員数割 430 円

【一般家庭・月額】
区　分 改定後 使用料

Ａ 54,000 円
Ｂ 32,400 円
Ｃ 16,200 円
Ｄ 5,400 円
Ｅ 2,160 円
Ｆ 1,080 円

【業務施設】

■問い合わせ先：
　市民環境課 環境政策室 環境整備係　TEL：472-1111（内線 135）
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市
営
住
宅
空
き
家
情
報

　　

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者

募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
東
町
団
地

　

１
号
棟�

５
６
６
号（
１
階
）

　

２
号
棟�

５
７
３
号（
３
階
）

　
　
　
　

�

５
７
４
号（
４
階
）

　
　
　
　

�

５
８
９
号（
４
階
）

　
　
　
　

�

５
８
０
号（
５
階
）

　
　
　
　

�

５
９
０
号（
５
階
）

　

世
帯
向
け��

５
階
建
て��

３
Ｄ
Ｋ

　

家
賃�

：
１
万
９
０
０
０
円
～　

　
（�

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
。

所
得
制
限
あ
り
）

●
申
込
締
切
：
４
月
30
日
（
水
）

　

午
後
５
時
ま
で

※�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し
、
住
戸
改

善
事
業（
リ
フ
ォ
ー
ム
）済

■ 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

志
布
志
支
所�

産
業
建
設
課

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
４
０
１
）

「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」
参
列

遺
族
の
募
集

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列

を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の
方
を
募
集

し
ま
す
。

◆
期
日
：
8
月
15
日
（
金
）

◆
場
所
：
日
本
武
道
館

◆
対
象
者
：

●�

戦
没
者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等

内
の
遺
族

●�

一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
及

び
三
親
等
内
の
遺
族

◆ 

募
集
人
員
：
60
人
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
選
考
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
６
０
）

●
県
庁　

社
会
福
祉
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
８
３
０

県
大
隅
地
域
振
興
局
曽
於
庁

舎
で
の
収
入
証
紙
の
販
売
は

終
了
し
て
い
ま
す　

　

こ
れ
ま
で
県
大
隅
地
域
振
興

局
・
曽
於
総
務
分
室
内
で
、
証
紙

販
売
人
と
し
て
「
公
益
財
団
法
人

県
国
際
交
流
協
会
」
が
行
っ
て
い

た
証
紙
販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
25
年
８
月
30
日
を
も
っ
て
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

収
入
証
紙
の
販
売
は
、
知
事
が

指
定
し
た
証
紙
販
売
人
が
販
売
す

る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
関
係

上
、県
の
機
関
（
曽
於
総
務
分
室
）

そ
の
も
の
が
証
紙
販
売
人
に
な
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

��

こ
の
た
め
、
納
税
証
明
書
や
免

税
軽
油
使
用
者
証
を
申
請
さ
れ
る

方
は
、
最
寄
り
の
証
紙
販
売
所
に

て
、
必
要
な
収
入
証
紙
を
購
入
し

た
上
で
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
御
理
解
と
御
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
県
大
隅
地
域
振
興
局　

県
税
課      
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お
知
ら
せ

Information＆

Event
お知らせ

Shibushi
Information

見逃せない情報がいっぱい！

広
告

広
告

募　

集

　

曽
於
総
務
分
室

　

℡
：
０
９
９
‐
４
８
２
‐�

１
９
９
２

● 

県
庁　

会
計
課
（
収
入
証
紙
に

関
す
る
こ
と
）

���

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
３
７
６
５

デ
ー
タ
放
送
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

志
布
志
市
で
は
、
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
で
お
知
ら
せ
を
24
時

間
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

使
い
方
は
簡
単
。
Ｍ
Ｂ
Ｃ
テ
レ

ビ
1
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
合
わ
せ
て
、

リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
（
デ
ー
タ

放
送
）
を
押
す
だ
け
で
す
。

　

４
月
か
ら
デ
ー
タ
放
送
が
新
し

く
な
り
、
各
市
町
村
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
簡
単
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
天
気
や
ニ
ュ
ー
ス
も
、

い
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
お
天
気
情
報
な
ど
の
生

活
情
報
を
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
で
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ

ス
「
ふ
る
ぷ
り
ネ
ッ
ト
」
で
も
、

地
域
の
デ
ー
タ
放
送
の
最
新
情
報

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の

天
気
情
報
、
防
災
情
報
、
桜
島
噴

火
情
報
な
ど
と
合
わ
せ
て
お
届
け

す
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
登

録
は
無
料
。「
ふ
る
ぷ
り
ネ
ッ
ト
」

で
検
索
か
、
下
記

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ど
う
ぞ
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
Ｍ
Ｂ
Ｃ
南
日

本
放
送　

デ
ー
タ
放
送
係

　

℡
：
０
９
９
‐
２
５
４
‐
７
１
１
１

『
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
』

　

４
月
か
ら
６
月
は
、
田
植
え
や

さ
つ
ま
い
も
の
定
植
な
ど
で
忙
し

い
時
期
な
の
で
、
特
に
農
作
業
中

に
お
け
る
事
故
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
農
作
業
事
故
の
未

然
防
止
と
安
全
対
策
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

◆ 

農
業
機
械
や
作
業
場
所
は
、
事

前
の
点
検
・
整
備
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

◆ 

農
業
機
械
の
点
検
・
整
備
の
際

は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
ま

し
ょ
う
。

◆ 

出
か
け
る
際
は
、
家
族
等
に
一

声
か
け
、
携
帯
電
話
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

く
れ
ぐ
れ
も
「
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
」、「
い
つ
も
と
同
じ
作
業
だ

か
ら
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
に
、
ゆ

と
り
を
も
っ
て
、
無
理
の
な
い
農

作
業
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

農
政
課　

生
産
流
通
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
４
３
３
）

　

歳
以
上
、　 

歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
方
へ

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
70
歳
か

ら
75
歳
未
満
で
国
民
健
康
保
険
の

方
の
医
療
費
の
自
己
負
担
が
２
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
こ
の
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
26
年
４
月
１
日
ま
で
に

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
は
特

例
措
置
が
継
続
し
、
医
療
費
の
自

己
負
担
が
１
割
、
平
成
26
年
４
月

２
日
以
降
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担

が
２
割
と
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い
国
保

の
保
険
証
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
４
月
１
日
か
ら

使
用
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
３
月
ま
で
使
用
さ
れ
て

い
た
保
険
証
は
、
４
月
１
日
以
降

に
、
郵
送
時
に
同
封
し
ま
す
返
信

用
封
筒
（
郵
送
料
無
料
）
を
使
っ

て
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

現
在
、
現
役
並
み
所
得
者
の
方

で
、
自
己
負
担
が
３
割
の
方
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
お
持

ち
の
保
険
証
を
そ
の
ま
ま
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

※�

関
連
記
事
が
37
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

保
健
課　

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
１
２
５
）

ボ
ー
ト
免
許
取
得
講
習
会
及
び

船
免
許
更
新
・
失
効
講
習
会

◆
ボ
ー
ト
免
許
取
得（
国
試
免
除
）

●
１
級
船
舶
講
習
：
５
月
16
日
夕
方
～

●
２
級
船
舶
講
習
：
５
月
17
日
・
18
日

●
水
上
バ
イ
ク
講
習
：

　

５
月
17
日
・
18
日
（
半
日
）

●
１
級
進
級
コ
ー
ス

※�

進
級
コ
ー
ス
は
実
技
講
習
な
し
。

※�

そ
れ
ぞ
れ
の
講
習
の
日
程
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
講
習
料

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
別

70

75
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広
告

広
告

割
：�

免
許
取
得
の
方
は
通
常
の
講

習
料
金
か
ら
最
大
15
％
引
き

に
な
り
ま
す
。

※�

学
科
会
場
は
志
布
志
市
を
予
定
。

実
技
は
古
江
港
。

◆
船
免
許
更
新
・
失
効
講
習

●
日
時
：
４
月
29
日
（
火
・
祝
）

　

午
前
10
時
か
ら

●
場
所
：
志
布
志
漁
村
セ
ン
タ
ー

※�

更
新
料
、
失
効
料
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

船
の
免
許
証
が
必
要
で
す
。
写

真
は
会
場
で
撮
影（
サ
ー
ビ
ス
）。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

鹿
屋
海
技
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
３
‐
２
８
５
３

外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
れ
ん
し
ゅ
う
会

�

会
話
や
日
常
生
活
で
使
う
表
現

な
ど
、
日
本
語
を
練
習
し
た
い
方
、

日
本
語
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に

勉
強
し
た
い
方
の
た
め
の
日
本
語

れ
ん
し
ゅ
う
会
を
開
催
し
た
い
と

思
い
ま
す
（
日
本
語
を
練
習
し
た

い
外
国
人
の
方
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
）。
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
た
ち
と
一
緒
に
、
会
話
や
日

常
生
活
で
使
う
日
本
語
を
練
習
し

ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

男
女
共
同
参
画

　

推
進
室　

男
女
共
同
参
画
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
２
５
０
・
２
５
５
）

志
布
志
市
青
少
年
研
修
事
業

　

志
布
志
市
で
は
青
少
年
研
修
事

業
と
し
て
海
外
研
修
と
国
内
交
流

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
教
育
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
シ
ア
ト
ル
研
修

● 

期
間
：
１
ヶ
月
（
７
月
中
旬
～

８
月
中
旬
）

●
対
象
者
：
高
校
生

◆
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
研
修

● 

期
間
：
３
週
間
（
７
月
下
旬
～

８
月
中
旬
）

●
対
象
者
：
中
学
生

◆
山
形
研
修

● 

期
間
：
３
泊
４
日
（
８
月
上
旬

と
１
月
下
旬
の
２
回
）

● 

対
象
者
：
小
学
５
年
生
～
中
学

３
年
生

※�

全
事
業
、
志
布
志
市
内
に
住
所

が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１
（
３
３
５
）

お
釈
迦
祭
り
献
血
の
お
知
ら
せ

　　

4
月
29
日
に
開
催
の
お
釈
迦
祭

り
会
場
に
お
き
ま
し
て
、
午
前
9

時
30
分
か
ら
午
後
3
時
30
分
ま
で

献
血
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
で
31
回
目
を
迎
え
ま
す

「
お
釈
迦
祭
り
献
血
」
は
、
こ
れ

ま
で
に
約
６
千
６
０
０
人
の
御
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

献
血
は
気
軽
に
参
加
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
献
血
に
一
人

で
も
多
く
の
方
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�

献
血
当
日
は
食
事
を
し
っ
か
り

摂
っ
て
い
た
だ
き
ア
ル
コ
ー
ル

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
前

夜
の
睡
眠
は
5
時
間
以
上
お
取

り
い
た
だ
き
、
体
調
に
留
意
し

て
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

新
大
隅
青
年
会
議
所

　

℡
：
４
７
３
‐
２
３
７
８

裁
判
結
果
に
つ
い
て

　

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

事
業
の
契
約
解
除
に
伴
う
訴
訟
に

つ
い
て
、
市
の
主
張
が
認
め
ら
れ
、

平
成
26
年
３
月
８
日
に
市
の
勝
訴

が
確
定
し
ま
し
た
。

　

概
要
は
、
市
が
原
告
（
㈱
協
和

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）
と
契
約
し
た

設
計
業
務
委
託
契
約
に
つ
い
て
、

履
行
期
限
内
に
業
務
の
完
了
見
込

み
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
は

契
約
解
除
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
原
告
は
、
期
限
内
の
業
務
完
了

は
可
能
で
あ
り
、
契
約
解
除
は
不

当
で
あ
っ
た
と
主
張
し
、
損
害
賠

償
請
求
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
が
、

原
告
の
主
張
は
全
て
認
め
ら
れ
ず

原
告
敗
訴
の
判
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
半
の
長
期
に
渡
り
市
民
の

皆
様
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
今
後
も
適
正
な
市
政
運
営

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

情
報
管
理
課　

地
域
情
報
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
３
２
３
）

稚
児
ノ
松
郵
便
局
の

移
転
開
局
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
３
月
か
ら
一
時
閉
鎖

に
な
っ
て
い
ま
し
た
稚
児
ノ
松
郵

便
局
が
、
２
月
３
日
か
ら
約
１
年

ぶ
り
に
移
転
開
局
し
ま
し
た
。

　

移
転
先
は
以
前
の
場
所
の
、
す

ぐ
隣
の
建
物
内
で
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
親
し
み
と
信
頼

を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

◆
局
長
：
田
浦
澄
子

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

稚
児
ノ
松
郵
便
局

　

℡
：
４
７
３
‐
２
７
６
７

電
話
応
答
装
置
を
整
備
し
ま

し
た

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
う
追
加
機
能
と
し
て
、
防
災

行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
の
放
送
が
聞
き
づ
ら
か
っ
た
り
、

聞
き
逃
し
た
場
合
な
ど
に
、
そ
の

放
送
内
容
を
電
話
で
確
認
で
き
る
、

電
話
応
答
装
置
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

放
送
か
ら
24
時
間
以
内
で
あ
れ

ば
、
そ
の
放
送
の
内
容
を
電
話
で

確
認
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

◆
確
認
用
電
話
番
号

　

０
９
９
‐
４
７
４
‐
１
０
５
０

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

総
務
課　

消
防
防
災
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
２
１
６
）

広
告

新しい人権擁護委員のご紹介
　

平
成
26
年
１
月
１
日
付

け
で
、
志
布
志
町
の
酒
匂

正
和
さ
ん
が
、
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
に
強
い
関
心
を
持

た
れ
、
地
域
住
民
か
ら
も

高
い
信
頼
を
受
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
酒
匂
さ
ん

は
「
全
国
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
幼
児
等
へ
の
虐
待

や
、
児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
問
題
な
ど
に
特
に
関
心

を
も
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
人
権
と

い
う
も
の
を
考
え
、
人
権

擁
護
活
動
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

委嘱された酒匂正和さん
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市 営 住 宅 空 き 家 情 報
（ 松 山 地 区 ）

市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。

○桜山団地 333 号　３ＤＫ　公営住宅

　世帯向け３階建て　家賃　13,300 円～（所得制限あり）

○京ノ峯団地 591 号　４ＤＫ　特賃住宅

　世帯向け一戸建て　家賃　35,000 円（所得制限あり）

○京ノ峯団地 593 号　４ＤＫ　特賃住宅

　世帯向け一戸建て　家賃　37,000 円（所得制限あり）

○西之原団地 302 号　５ＤＫ　市単住宅

　世帯向け一戸建て　家賃　36,000 円（所得制限なし）

■問い合わせ・申し込み先：

松山支所 産業建設課 管理係　℡：487-2111（253）

■松山地区
４月・５月３日 佐藤建設 　 ℡ 487-2049
５月 半下石建設　   ℡ 487-8706
５月４日 加世田建設      ℡ 487-2057
５月５日 今井水道 　 ℡ 487-8868

■志布志地区
４月８日～４月14 日・５月５日 崎田建設 ℡ 473-0050
４月15 日～４月21 日・５月６日 志布志水道 ℡ 472-3540
４月22 日～４月28 日 山本組 ℡ 472-1101
４月29 日～５月２日・５月４日 宮崎水道 ℡ 472-1081
５月３日・５月７日～５月12 日 高吉組 ℡ 472-0721
５月13 日～５月19 日 崎田建設 ℡ 473-0050

■有明地区
４月６日～４月12 日 西江建設 ℡ 474-2113
４月 13 日～４月 19 日 山中水道 ℡ 474-1440
４月 20 日～４月 26 日 有徳設備 ℡ 475-1596
４月 27 日～５月３日 池崎建設 ℡ 475-2068
５月４日・５月６日～５月 10 日 郡山工業 ℡ 475-0008
５月５日・５月 11 日～５月 17 日 西江建設 ℡ 474-2113
※ 水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされない

と基本料金が発生します。水道使用の予定がない場合は、
中止の手続きをお勧めします。中止されていた水道を再
度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

水道修繕当番店

　

編
集
後
記

　

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。今
年
は
私
に
と
っ

て
大
き
な
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。▼
私
が
所

属
す
る
総
務
課
秘
書
広
報
係
で
、合
併
以
前
か
ら
広

報
誌
の
製
作
に
携
わ
っ
て
き
た
Ｙ
係
長
が
、満
を
持

し
て
異
動
に
な
っ
た
の
で
す
。▼
そ
の
類
い
稀
な
個

性
と
卓
越
し
た
技
術
は
他
の
職
員
か
ら
も
一
目
置
か

れ
、「
パ
ソ
コ
ン
と
は
仲
良
く
で
き
る
け
ど
、人
間
と

は
無
理
」と
言
い
な
が
ら
も
、皆
に
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ

と
し
て
、そ
の
存
在
は
私
た
ち
職
員
に
と
っ
て
唯
一

無
二
の
も
の
。▼
私
に
広
報
誌
づ
く
り
の
イ
ロ
ハ
を

教
え
て
く
れ
、さ
ら
に
ど
う
で
も
い
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
教
え
て
く
れ
た
Ｙ
係
長
。い
や
Ｙ
師
匠
。記
念
す

べ
き
１
０
０
号
目
に
そ
の
最
後
を
迎
え
た
と
こ
ろ
も
、

「
持
っ
て
い
る
」男
な
ら
で
は
。▼
私
は
新
し
い
係
長

と
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。新

天
地
で
も
全
力
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。（
國
重
）

✚ ４月・５月の日曜・祝日当番医 ✚

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間
急病センター（曽於医師会立病院内 )」までお問い合
わせください。（℡ 482-5899）

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡ 0986-23-
5555）を行っていますのでご活用ください。

５月

４月

３日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

４日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

５日 石神診療所 （内科・皮膚科） ℡ 474-0107

６日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科） ℡ 472-1100

11 日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400

山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

18 日 手塚クリニック （内科・外科） ℡ 472-5565

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

13 日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃） ℡ 471-5000

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

20 日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

びろうの樹脳神経外科 （脳神経外科、内科） ℡ 477-1212

27 日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

29 日 松下医院 （内科・外科） ℡ 472-1124

４月・５月の行事予定
 ● げんき市（昭和通付近）
　  毎週金・土曜日（９時～ 15 時）
 ● 戌の市（宝満寺公園）
　  ４月 21 日、５月３日、５月 15 日、５月 27 日
 ● そば処ちんたら庵（国道 269 号線沿）
　  火曜日（そば）・日曜日（野菜等販売）

お
釈
迦
ま
つ
り

◆宝満寺を花と灯で演出

◆市内無料シャトルバス運行

◆ シャンシャン馬や稚児行列、ハンヤ節踊り連パレード、

　志布志千軒まち大市やグルメ、各種演芸など

４
月
28
日
（
月
）　

前
夜
祭　

午
後
６
時
～　

宝
満
寺
公
園

　
　

29
日
（
祝
）　

本　

祭　

午
前
９
時
～　

宝
満
寺
公
園
、
市
街
地

■問い合わせ先：お釈迦祭り実行委員会事務局　℡：472-8028
　市及び観光特産品協会ホームページ随時更新中！
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　　　　　４月・５月　志布志市くらしのカレンダー ５月号は５月 12 日に発行予定です。

4/10 木 １歳児歯科相談（9：30 ～ 10：00 受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10：30 ～ 12：00 健康ふれあいプラザ）

11 金 ２歳６か月児（13：00 ～ 13：30 受付 健康ふれあいプラザ）
12 土
13 日
14 月

15 火 　心配ごと相談（10：00 ～ 15：00 老人福祉センター松山）
　法律相談（13：00 ～ 15：00 志布志支所５F 会議室）※ 1

16 水
　心配ごと相談（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

１歳６か月児健康診査／麻疹風疹Ⅰ期予防接種（13：00 ～ 13：30 受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（13：30 ～ 16：30 本庁保健課窓口）

17 木

　つどいの広場（10：00 ～ 12：00 伊﨑田公民館）
　行政相談（13：00 ～ 16：00 志布志支所５F 会議室）

１歳児歯科相談（9：30 ～ 10：00 受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10：30 ～ 12：00 やっちくふれあいセンター )

18 金 ２歳６か月児歯科検診（13：00 ～ 13：30 受付 有明改善センター）
19 土
20 日
21 月 　心配ごと相談（10：00 ～ 15：00 市民センター有明）

22 火 　年金移動相談所（10：00 ～ 15：00 本庁別館 A 会議室）※２

5 歳児歯科検診（13：00 ～ 13：30 受付 健康ふれあいプラザ）

23 水

　子育て講座（10：00 ～ 12：00 子育て支援センターはぐくみランド）
　心配ごと相談（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

１歳児歯科相談（9：30 ～ 10：00 受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10：30 ～ 12：00 宇都鼻研修センター）
母子手帳交付（9：30 ～ 12：00 松山支所市民課窓口）

24 木 　しぶしの日「志」記念講演会（18：00 開場・18：30 開演 市文化会館）
３歳児健康診査（13：00 ～ 13：30 受付 健康ふれあいプラザ）

25 金
26 土
27 日
28 月

29 火 　昭和の日
　しぶしお釈迦まつり

30 水 　心配ごと相談（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）
5/1 木 両親学級（9：20 ～ 9：30 受付 健康ふれあいプラザ）

2 金 乳児健康診査（13：00 ～ 13：30 受付 健康ふれあいプラザ）
3 土 　憲法記念日
4 日 　みどりの日
5 月 　子どもの日
6 火 　みどりの日振替

7 水 　心配ごと相談（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ・老人福祉センター松山・市民センター有明）
母子手帳交付（13：30 ～ 16：30 本庁保健課窓口）

8 木
9 金

10 土
11 日
12 月
13 火

14 水
　心配ごと相談（10：00 ～ 15：00 健康ふれあいプラザ）

育児学級 (9：30 ～ 10：00 受付 やっちくふれあいセンター )
育児相談 (10：30 ～ 12：00 やっちくふれあいセンター）

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※１ 法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡ 472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２ 年金移動相談は事前予約制になります。本庁市民環境課　℡ 474-1111（内線 116）までご連絡ください。


